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（
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）
｜
資
総
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（
一
四
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l
天
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八
年
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一
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四
年
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四
、
第
三
期
（
天
順
八
年
（
一
四
六
四
年
）
｜
嘉
靖
二
十
年
ご
五
四
一
年
）

五
、
第
問
期
（
嘉
靖
二
十
年
二
五
凶
一
年
）
！
万
M
m
間
十
六
年
ご
六
二
八
年
）

六

、

結

語

（
略
叙
）

一
、
序

.::=. 
昌

靖
難
の
後
、
南
京
に
即
位
し
た
明
の
成
祖
永
楽
帝
は
四
方
に
即
位
を
告
示
す
る
と
共
に
来
貢
を
促
す
招
撫
の
使
者
を
派
遣
し
た
。
す
で
に
太

祖
洪
武
帝
の
満
洲
経
略
に
よ
り
明
と
種
々
の
関
係
を
有
つ
こ
と
に
な
っ
て
い
た
女
直
部
落
は
、
か
く
て
永
楽
元
年
以
後
続
々
と
明
に
帰
投
し
て

来
た
。
明
は
来
帰
し
た
女
直
部
落
を
所
調
属
鹿
一
衛
所
に
編
成
し
て
そ
の
統
制
下
に
置
く
政
策
を
と
っ
た
。
永
楽
元
年
十
一
月
の
建
州
衛
、
周
年

十
二
月
の
冗
者
衛
に
始
ま
り
次
々
に
女
直
衛
所
が
設
置
さ
れ
た
。
今
明
史
兵
志
に
よ
り
永
楽
年
聞
の
状
況
を
示
す
と
次
表
の
通
り
で
あ
る
。
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貢
貿
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概
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明
史
は
建
州
衛
を
洪
武
開
設
置
と
し
、
冗
者
衛
を
永
楽
二
年
設
置
と
す
る
様
な
誤
り
を
含
ん
で
い
て
正
確
と
は
云
え
な
い
が
、
永
楽
聞
に
お

け
る
女
直
衛
所
設
置
の
大
体
を
知
る
こ
と
は
出
来
る
。

続
々
と
設
立
さ
れ
た
女
直
諸
衛
を
統
轄
す
る
た
め
に
上
級
の
軍
政
機
関
と
し
て
奴
児
干
都
司
の
設
置
が
永
楽
七
年
に
発
令
さ
れ
、
太
監
亦
失

暗
以
下
の
発
遣
と
な
り
、
永
楽
九
年
に
は
黒
龍
江
下
流
の
特
林
の
地
に
明
の
国
家
権
力
の
東
北
最
前
線
の
基
地
と
し
て
の
都
司
の
建
設
が
成
就

註
ー

し
た
。
こ
の
後
永
楽
か
ら
宣
徳
に
亘
っ
て
凡
そ
二
十
年
間
は
明
兵
二
三
百
人
が
交
替
制
で
こ
の
地
に
駐
屯
し
て
女
直
諸
衛
の
統
制
弾
圧
に
当
つ

た
。
こ
の
間
明
の
支
配
は
か
な
り
女
直
に
穆
透
し
た
と
思
わ
れ
、
水
楽
八
年
の
本
雅
失
里
親
征
ゃ
、
水
楽
二
十
二
年
の
阿
魯
台
親
征
に
は
女
直

の
一
部
が
動
員
従
征
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
明
の
麗
康
支
配
と
云
わ
れ
る
方
法
が
、
女
直
部
落
の
酋
長
そ
の
他
の
有
力
者
に
衛
の
指
揮
使
以
下
千
百
戸
等
の
武
官
職
を
授
け
、
軍
制

組
織
の
中
で
直
接
に
都
司
の
長
官
都
指
揮
使
の
統
制
下
に
お
き
そ
の
指
揮
系
統
下
に
組
込
む
形
を
と
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
さ
て

こ
う
し
た
支
配
に
服
従
し
て
い
る
こ
と
を
形
の
上
で
表
示
す
る
の
が
朝
貢
で
あ
る
3

従
っ
て
璃
臨
時
関
係
に
お
け
る
朝
貢
は
一
種
の
議
務
で
あ
っ

て
、
名
目
的
に
は
朝
貢
で
あ
り
、
実
質
的
に
は
貿
易
関
係
で
あ
る
所
調
朝
貢
貿
易
よ
り
も
政
治
的
意
味
が
強
い
も
の
で
あ
っ
た
。
女
直
諸
衛
は

一
年
に
一
回
叉
は
三
年
に
一
回
明
の
園
都
に
や
っ
て
来
て
、
明
の
皇
帝
に
朝
見
し
献
上
品
を
贈
呈
す
る
様
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
朝
貢
が
従

属
の
意
志
表
示
で
あ
り
、
忠
順
の
証
拠
と
さ
れ
る
。
明
末
の
例
で
あ
る
が
、
欠
貢
の
分
を
ニ
・
三
年
後
に
補
貢
し
て
い
る
例
が
あ
り
、
女
直
が

入
貢
懲
期
す
れ
ば
明
は
通
訳
を
派
し
て
宜
諭
催
促
し
、
忠
順
の
表
明
と
し
て
の
朝
貢
を
確
保
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
は
璃
際



支
配
関
係
に
お
け
る
朝
貢
が
決
し
て
単
純
な
貿
易
関
係
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
云
え
る
。

開
原
以
南
の
遼
東
の
様
に
東
北
満
洲
が
明
の
完
全
な
支
配
領
有
の
土
地
と
な
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
貢
賦
が
徴
収
さ
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
の
反

対
給
付
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
国
輔
燦
支
配
下
の
女
直

ω朝
貢
に
は
他
の
朝
貢
関
係
と
同
じ
く
返
礼
と
し
て
の
回
賜
が
給
与
さ
れ

た
。
し
か
も
当
初
か
ら
当
時
の
経
済
的
政
治
的
諸
条
件
に
よ
っ
て
可
な
り
優
遇
的
な
回
賜
が
行
わ
れ
た
。
遼
東
都
司
や
奴
児
干
都
司
に
よ
る
箪

事
的
制
圧
力
の
不
足
を
補
っ
て
女
直
を
長
く
明
の
支
配
下
に
濡
際
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
結
果
的
に
は
こ
の
経
済
的
利
権
と
し
て
の
回
賜
で

あ
っ
た
と
云
え
る
。
女
直
を
明
の
支
配
下
に
確
実
に
璃
庶
す
る
と
い
う
政
治
的
な
目
的
の
中
で
女
直
と
明
と
の
朝
貢
回
賜
貿
易
は
発
展
し
、
両

方
に
夫
々
多
く
の
問
題
を
惹
き
起
し
、
そ
の
解
決
の
為
に
夫
々
の
内
部
で
或
は
両
方
の
聞
で
抗
争
し
交
渉
し
、
遂
に
は
清
朝
の
勃
興
と
い
う
世

界
史
的
な
現
象
を
う
み
出
し
て
来
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
案
要
な
意
義
を
も
っ
明
と
女
直
と
の
関
係
交
渉
に
つ
い
て
は
今
ま
で
幾
篇
か
の
研
究
が
な
会
れ
て
い
る
が
、
女
直
と
明
と
の
朝
貢

貿
易
を
一
貫
し
て
専
攻
し
た
論
文
は
殆
ん
ど
な
い
。
そ
の
散
を
補
う
た
め
に
永
楽
元
年
（
一
四
O
三
）
か
ら
万
暦
四
十
六
年
（
一
六
一
入
）
ま

で
継
続
的
に
行
わ
れ
た
女
直
の
明
に
対
す
る
朝
貢
貿
易
の
推
移
発
展
を
四
期
に
分
け
て
概
観
し
て
み
た
い
と
思
う
。

第

一

期

永
楽
元
年
ご
四
O
三
）
｜
宣
徳
十
年
（
一
四
三
五
）

第
二
期
宣
徳
十
年
（
一
四
三
五
）

l
天
順
八
年
（
一
四
六
四
）

第

期

天
順
八
年
（
一
四
六
四
）
｜
嘉
靖
二
十
年
（
一
五
四
一
）

第
四
期
嘉
靖
二
十
年
（
一
五
四
二

l
万
暦
四
十
六
年
ご
六
一
八
）

第
一
期
は
女
直
の
朝
貢
を
明
が
非
常
に
歓
迎
し
奨
題
し
た
時
期
で
あ
り
、
第
二
期
は
漸
次
こ
れ
を
制
限
し
て
行
っ
た
時
期
で
あ
る
。
第
三
期
は

制
限
を
受
け
な
が
ら
女
直
が
何
と
か
制
限
を
っ
き
破
ろ
う
と
し
て
対
内
的
に
も
対
明
的
に
も
色
々
な
方
法
を
考
え
実
施
し
た
時
期
で
あ
り
、
明

の
方
で
は
そ
れ
に
対
応
し
て
例
の
海
酉
一
千
道
建
州
五
百
道
の
線
を
打
ち
出
し
て
来
る
の
で
あ
る
。
第
四
期
に
な
る
と
明
の
制
限
内
に
お
い
て

明
代
女
直
樹
貢
貿
易
の
概
観
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四

女
直
の
内
部
で
貿
易
権
を
争
奪
し
集
中
し
ぞ
の
結
果
と
し
て
大
勢
力
が
発
生
し
、
遂
に
は
ヌ
ル
ハ
チ
に
よ
る
貿
易
権
の
巨
大
な
集
中
独
占
が
お

こ
り
、
明
と
も
対
立
す
る
に
至
り
貿
易
途
絶
に
終
る
の
で
あ
る
。

二
、
第

期

第
一
期
の
特
徴
は
明
の
方
が
非
常
に
積
極
的
に
女
直
に
働
き
か
け
て
こ
れ
を
鵡
燦
支
配
下
に
置
こ
う
と
し
、
そ
の
朝
貢
を
歓
迎
し
た
こ
と
で

あ
り
、
女
直
の
万
も
こ
れ
に
応
じ
て
次
々
と
明
と
罷
燦
従
属
関
係
に
は
い
り
、
盛
ん
に
明
に
朝
貢
を
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
最
初
の
十
数

陪
凶
主

年
聞
は
女
直
は
遥
々
と
南
京
ま
で
朝
貢
し
て
い
る
。
永
楽
十
八
年
北
京
遷
都
後
は
勿
論
北
京
え
の
朝
貢
を
繰
返
す
の
で
あ
る
。
女
直
の
最
初
の

朝
貢
は
成
祖
が
即
位
直
後
、
洪
武
三
十
五
年
十
一
月
に
派
遣
し
た
冗
良
恰
・
韓
鞄
・
野
人
諸
部
の
招
撫
使
臣
百
戸
袋
牙
失
里
の
説
得
勧
奨
に
よ

る
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
袈
牙
失
里
の
使
節
団
の
み
で
な
く
、
翌
永
楽
元
年
に
か
け
て
は
更
に
幾
組
か
の
招
撫
使
が
東
北
満
洲
の
女
直
部

註
3

落
に
差
遣
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
そ
れ
ら
の
招
撫
の
結
果
に
も
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
務
牙
失
里
の
も
た
ら
し
た
勅
諭
に
は
「
其
各
居
謹

境
。
永
安
生
業
。
商
買
貿
易
。

一
従
所
便
。
欲
来
朝
者
。
興
使
臣
借
至
。
」

と
あ
っ
た
。
他
の
使
節
も
ほ
ぼ
同
じ
様
な
勅
諭
を
女
直
に
も
た
ら

し
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
し
て
永
楽
元
年
そ
の
招
撫
の
結
果
と
し
て
女
直
の
朝
貢
が
始
ま
る
。
朝
貢
は
明
え
の
従
属
を
意
味
す
る
が
、
そ
れ
を

更
に
強
固
に
し
永
続
的
に
す
る
た
め
に
設
衛
授
官
が
行
わ
れ
た
。
建
州
衛
、
冗
者
衛
、
以
下
先
き
の
表
に
示
し
た
如
く
で
あ
る
。

設
衛
授
官
は
女
直
、
特
に
そ
の
有
力
者
層
に
と
っ
て
は
大
き
な
利
益
を
与
え
た
。
明
の
圏
内
旅
行
、
或
は
滞
在
中
に
は
官
職
相
当
の
待
遇
を

受
け
る
資
格
が
出
来
る
し
、
官
職
に
応
じ
た
特
別
給
賜
（
撫
賞
）
が
与
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
設
衛
授
宮
に
際
し
て
は
そ
の
衛
の
長
官
職

に
任
ぜ
ら
れ
た
酋
長
に
は
衛
所
の
支
配
権
を
承
認
す
る
衛
印
が
授
け
ら
れ
、
授
官
さ
れ
た
者
に
は
全
て
授
官
の
辞
令
即
ち
勅
書
が
授
附
さ
れ

た
。
衛
印
を
押
印
し
た
文
書
は
公
文
書
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
し
、
勅
書
は
そ
の
後
の
来
貢
時
に
は
国
境
の
関
門
で
身
分
証
明
書
の
作
用
を
巣
し

た
。
ま
た
勅
警
の
審
験
に
よ
っ
て
入
闘
が
許
可
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
入
国
査
証
の
性
質
も
有
つ
こ
と
に
な
る
。
明
圏
内
に
お
け
る
待
遇



も
撫
賞
も
こ
の
勅
書
の
有
無
、
或
は
そ
の
等
級
如
何
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
勅
書
の
効
用
は
非
常
に
大
き
か
っ
た
と
云
わ
ね

ま
よ
ら
よ
、
。

P
V
寸
J

＋
J

女
直
の
朝
貢
品
と
し
て
は
馬
が
大
宗
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、
明
正
徳
会
典
に
は
貢
物
と
し
て
馬
の
外
に
詔
鼠
皮
、
舎
利

孫
皮
（
土
豹
皮
）
、

海
育
、

兎
髄
、
黄
鷹
、
阿
腰
、
殊
角
（
海
象
牙
）
が
記
さ
れ
、
遼
東
志
に
は
建
州
冗
者
等
女
直
野
人
衛
所
貰
物
は
遥
々
と

同
じ
と
し
、
そ
の
福
余
泰
寧
等
達
達
衛
所
貢
物
と
し
て
は
、
馬
、
失
刺
孫
（
即
土
豹
）
、

詔
鼠
皮
、
金
銭
豹
皮
を
あ
げ
て
い
る
。

こ
の
外
に
乞

列
迷
貢
物
と
し
て
、
海
青
、
大
鷹
、
患
鵬
、
白
兎
、
黒
狐
、
詔
鼠
、
阿
腰
、
黒
兎
を
、
北
山
野
人
貢
物
と
し
て
、
海
豹
皮
、
海
騒
皮
、
海
纏

皮
、
交
角
（
即
海
象
牙
）
、

紡
髪
、
好
刺
（
即
各
色
鹿
）
を
あ
げ
て
い
る
が
、

乙
れ
等
は
所
調
野
人
女
直
と
総
称
さ
れ
る
東
北
極
遠
の
女
直
の

貢
物
で
あ
り
、
明
の
勢
力
が
後
退
し
て
奴
児
干
都
司
が
名
目
的
に
遼
東
に
残
置
さ
れ
る
に
至
っ
た
第
二
期
以
降
は
そ
の
朝
貢
も
常
期
な
く
、
貢

物
は
潟
西
や
建
州
女
直
の
仲
継
に
よ
っ
て
貢
献
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
て
明
笑
録
の
永
楽
初
期
の
女
直
朝
貢
或
は
設
衛
の
記

事
を
見
る
と
、
来
朝
と
記
す
場
合
と
来
朝
貢
馬
と
記
す
場
合
と
が
あ
り
、
他
に
進
馬
と
朝
貢
と
記
す
の
が
一
件
事
つ
つ
あ
る
。
今
進
馬
と
朝
貢
と

を
貢
馬
に
加
え
て
表
示
す
れ
ば
次
の
様
に
な
る
。
実
録
の
記
載
に
は
往
々
脱
落
が
あ
り
、
ま
た
省
略
も
誤
記
も
あ
る
の
で
来
朝
と
あ
る
の
も
来

1 

。

4 

4 

朝
貢
馬
の
貢
馬
を
省
略
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
招
撫
使
の
勧
奨
に
よ
り
初
度
来
朝
の
際
は
馬
ぞ
貢

丙町貢応
元年 1 31 

2年 i 71 
3年： 11 I s+1 

4年 I rn I 9+1 

5年！ 12 I 

6年！ s I 

献
し
た
と
は
限
ら
な
い
の
で
、
実
録
の
こ
の
二
つ
の
記
載
の
区
別
は
事
実
を
書
き
分
け
た
も
の
と
見
て

ょ
い
と
思
う
。
勿
論
伺
ら
の
貢
献
も
し
な
か
っ
た
と
は
思
え
な
い
が
、
貢
献
そ
の
も
の
は
目
的
と
さ
れ

ず
、
明
の
万
で
は
薦
膜
下
に
お
く
こ
と
を
、
女
直
の
方
で
は
従
属
を
表
明
す
る
こ
と
を
主
た
る
目
的
と

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
永
楽
元
年
の
唯
一
の
貢
馬
は
、
か
の
冗
者
の
大
曾
と
し
て
知
ら
れ
た
西
陽
暗
の

百
三
十
匹
の
貢
献
で
あ
る
が
、
被
は
す
で
に
元
代
に
も
毛
皮
等
を
以
て
元
と
の
交
易
を
行
っ
て
い
た
貿
易
商
人
的
酋
長
で
あ
っ
た
の
で
、
貢
献

の
利
を
も
ね
ら
つ
て
の
来
朝
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
元
年
二
年
と
貢
馬
の
記
事
は
一
件
に
過
ぎ
な
い
の
に
、
三
年
に
は
四
件
、
四
年
に
は
十

朗
代
女
直
初
民
貿
易
の
概
観

五



明
代
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概
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件
、
と
増
し
、
五
・
六
年
に
も
四
件
づ
つ
に
な
っ
て
い
る
。
貢
馬
の
記
録
が
増
加
す
る
永
楽
三
年
・
四
年
と
い
う
年
は
例
の
遼
東
互
市
の
命
令

が
出
さ
れ
、
馬
価
が
定
め
ら
れ
、
遂
に
四
年
三
月
遼
東
に
馬
市
二
所
が
設
置
さ
れ
、
次
い
で
八
月
遼
東
苑
馬
寺
が
置
か
れ
て
永
寧
等
六
監
が
設

註
4

げ
ら
れ
た
年
に
あ
た
る
。

貢
献
品
と
し
て
一
特
に
馬
が
要
求
さ
れ
た
こ
と
も
充
分
考
え
得
る

し
、
貢
馬
の
場
合
は
他
の
貢
献
品
よ
り
優
遇
的
な
回
賜
が
供
与
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
想
像
に
難
し
な
い
。
以
後
貢
献
品
の
大
宗
は
馬
と
な

正
に
明
の
増
馬
政
策
が
緒
に
つ
い
た
時
で
あ
る
。

っ
た
の
で
あ
る
。
試
み
に
宣
徳
元
年
の
女
直
の
朝
貢
記
事
は
十
七
件
中
十
六
件
は
貢
馬
を
記
し
、

一
件
の
み
来
朝
貢
方
物
と
し
て
貢
馬
を
記
し

て
い
な
い
だ
け
で
あ
る
。
馬
以
外
の
毛
皮
等
は
個
々
の
名
を
挙
げ
る
場
合
は
少
な
く
、
多
く
は
万
物
と
し
て
一
括
記
録
し
て
い
る
。
尚
時
代
は

少
し
降
る
が
前
記
貢
物
品
目
に
な
い
真
珠
（
珍
珠
）
の
貢
献
が
な
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
或
は
品
目
に
あ
る
海
青
の
貢
献
を
却
け
た
こ
と
も
あ

凶
日

u
，
舟

る
が
、
そ
の
例
は
数
少
な
い
。

さ
て
女
直
の
来
朝
貢
献
に
対
し
て
明
か
ら
所
謂
囲
賜
が
行
わ
れ
た
。
回
賜
を
広
義
に
女
直
に
対
す
る
反
対
給
付
金
部
を
さ
す
と
解
す
れ
ば
、

そ
の
内
容
は
二
種
乃
至
三
種
に
区
別
さ
れ
る
。
併
し
狭
義
に
貢
献
品
に
対
す
る
給
付
と
限
定
す
れ
ば
、
回
賜
の
外
に
来
朝
者
に
は
撫
賞
が
与
え

ら
れ
、
叉
特
別
の
場
合
は
加
賞
が
給
賜
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
遼
東
志
に
「
朝
貢
互
市
。
皆
有
撫
賞
」
と
あ
り
。
明
万
暦
会
典
で
は
撫
賞
と
云
わ

ず
正
賞
と
云
っ
て
い
る
様
で
あ
る
が
、
実
録
記
載
に
も
後
期
に
は
正
賞
の
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
明
万
暦
会
典
、
礼
部
、
給
賜
、
外
夷
の
条

に
よ
れ
ば
、

東
北
夷
女
直
進
貢
到
京
。
都
督
毎
人
賞
綜
段
四
表
裏
。

折
紗
絹
二
疋
。

都
指
揮
毎
人
総
段
二
表
裏
、
絹
四
疋
。
折
紗
絹
一
疋
。

各
織
金
好

締
衣
一
套
。
指
揮
毎
人
綜
段
一
表
裏
。
絹
四
疋
。

折
紗
絹
一
疋
。

素
材
赫
衣
一
套
。
以
上
靴
轍
各
一
隻
。

千
百
一
戸
・
鎮
撫
・
舎
人
・
頭
目

毎
人
折
衣
綜
段
一
表
裏
。
絹
四
疋
。
折
紗
絹
一
疋
。
奏
事
来
者
毎
人
貯
締
衣
二
件
。
綜
段
一
表
裏
。
折
妙
絹
一
疋
。
靴
鞍
各
一
樹
党
。

と
あ
る
の
が
遼
東
志
に
云
う
撫
賞
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

こ
れ
は
来
朝
者
全
部
に
身
分
に
応
じ
て
賜
給
さ
れ
た
も
の
で
、
女
直
の
麗
臨
時

従
属
を
確
保
す
る
重
要
な
経
済
的
手
段
で
あ
っ
た
と
云
え
る
。

永
楽
元
年
の
四
例
の
女
直
来
朝
の
記
事
を
見
る
と
、

「
賜
之
紗
幣
」
「
賜
妙
及



織
金
貯
綿
襲
衣
」
「
賜
詰
印
冠
帯
襲
衣
及
妙
幣
有
差
」
「
賜
詰
印
冠
帯
襲
衣
及
妙
幣
有
差
」
と
あ
る
。
第
三
例
は
建
州
の
阿
暗
出
の
、
第
四
例
は

冗
者
の
西
陽
恰
の
場
合
で
設
衛
授
官
さ
れ
た
時
で
あ
り
、
西
陽
暗
の
例
ピ
け
に
貢
馬
百
三
十
匹
の
記
録
が
あ
る
が
、
賜
与
の
記
録
は
阿
暗
出
の

場
合
と
全
く
の
同
文
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
紗
幣
や
貯
締
衣
や
冠
帯
襲
衣
等
は
貢
献
に
対
す
る
回
賜
で
は
な
く
所
調
撫
賞
に

あ
た
る
も
の
と
認
む
べ
き
で
あ
る
。
西
陽
暗
の
貢
馬
に
対
し
て
は
別
に
馬
価
の
給
付
が
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
明
万
暦
会
典
、
礼
部
、
給
賜

の
前
掲
史
料
の
後
に

回
賜
。
進
過
馬
毎
匹
綜
段
二
表
裏
。
折
紗
絹
一
疋
。
詔
鼠
皮
毎
回
筒
。
生
絹
一
疋
3

零
者
毎
箇
布
一
疋
。

と
あ
り
、
明
か
に
撫
賞
の
外
に
馬
、
詔
鼠
皮
に
つ
い
て
の
給
付
額
を
示
し
て
い
る
。
馬
、
毛
皮
等
の
貢
献
に
対
し
て
一
定
額
の
綜
段
絹
布
が
支

払
わ
れ
る
の
が
回
賜
で
あ
る
。
ま
さ
に
貢
献
と
回
賜
と
は
貿
易
関
係
と
し
て
現
わ
れ
て
い
る
。
さ
て
初
期
の
実
録
の
記
載
に
は
回
賜
に
つ
い
て

述
べ
た
も
の
は
見
当
ら
ぬ
。
撫
賞
は
特
別
の
恩
恵
と
し
て
給
賜
さ
れ
る
の
で
記
載
価
値
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
回
賜
は
貿
易
で
あ
る
か

ら
、
い
わ
ば
当
然
の
、
乃
至
義
務
的
な
給
付
で
、
そ
の
点
記
載
価
値
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
併
し
特
別
の
場
合
は
回
賜
に
つ
い
て
記
し
て

い
る
こ
と
が
ゐ
る
。
第
二
期
に
は
い
る
が
正
統
元
年
十
二
月
に
女
直
が
珍
珠
を
貢
献
し
た
時
の
記
録
に
は

行
在
礼
部
尚
書
胡
門
奏
。
遼
東
野
人
女
直
進
貢
珍
珠
至
京
。
毎
入
賞
繰
段
一
表
裏
。
絹
五
匹
。
珍
珠
毎
二
頼
賞
絹
一
匹
。

と
あ
る
。

こ
こ
に
は
毎
人
に
繰
段
絹
を
撫
賞
す
る
と
共
に
、
貢
献
の
珍
珠
に
対
し
て
は
二
顕
に
絹
一
匹
の
割
合
で
支
払
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

明
か
に
回
賜
で
あ
る
つ
珍
珠
が
貢
献
品
目
に
な
く
、
従
っ
て
回
賜
の
定
額
が
従
来
な
か
っ
た
の
で
こ
の
時
礼
部
が
新
た
に
そ
し
て
臨
時
的
に
回

腸
の
額
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
併
し
右
の
様
な
例
を
除
く
と
実
録
に
は
回
賜
に
つ
い
て
の
記
載
は
殆
ん
ど
な
い
。
た
だ
第
四
期
に
な
る
と
、

撫
賞
と
回
賜
と
に
つ
い
て
の
若
干
の
重
要
な
記
載
が
見
ら
れ
る
が
こ
れ
は
折
銀
と
い
う
特
別
な
措
置
が
と
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

会
典
に
よ
れ
ば
撫
賞
と
し
て
官
職
に
応
じ
て
綜
段
、
絹
、
折
妙
絹
山
織
金
貯
締
衣
、
素
貯
締
衣
、
靴
、
鞍
等
が
給
賜
さ
れ
て
い
る
が
、
永
楽

初
期
か
ら
会
典
に
記
し
た
様
な
物
が
賜
与
さ
れ
て
い
た
か
は
疑
わ
し
い
。
例
え
ば
折
紗
絹
で
あ
る
が
、
紗
を
折
し
て
絹
に
替
り
に
与
え
た
意
味

間
代
女
商
朝
貢
貿
易
の
概
観
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を
も
っ
こ
の
語
は
、
そ
れ
以
前
に
は
妙
が
賜
与
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
第
一
期
の
来
朝
貢
記
録
に
つ
い
て
調
べ
る
と
、
果
し
て
賜

与
の
中
に
必
ず
紗
が
含
ま
れ
て
い
る
。
即
ち
第
一
期
に
は
後
に
絹
に
代
替
さ
れ
た
紙
幣
が
撫
賞
の
一
部
と
し
て
給
与
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
紗
は
第
二
期
に
は
早
く
も
記
録
に
上
っ
て
来
な
く
な
る
。
即
ち
賜
紗
は
第
一
期
だ
け
に
限
ら
れ
る
現
象
と
云
え
る
。

こ
の
こ
と
は
明
初
期

に
お
け
る
貨
幣
政
策
即
ち
妙
流
通
促
進
の
政
策
と
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
女
直
に
賜
給
さ
れ
た
紗
は
満
洲
に
持
ち
帰
っ
て
そ
こ
で
流
通
さ

せ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
恐
ら
く
女
直
の
明
国
滞
在
旅
行
中
に
彼
等
の
需
要
欲
望
を
満
足
さ
せ
る
た
め
に
費
消
さ
れ
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ

た
と
考
え
る
。
紗
重
視
の
明
初
の
貨
幣
政
策
は
政
府
の
努
力
に
も
拘
ら
ず
妙
法
不
通
の
状
態
を
屡
々
招
い
て
い
る
。
民
間
で
は
銀
の
貨
幣
的
使

用
が
盛
ん
と
な
り
、
明
の
妙
重
視
政
策
と
衝
突
す
る
。
政
府
は
紗
を
流
通
念
せ
る
た
め
に
銀
の
交
易
禁
止
を
繰
返
す
が
効
果
は
あ
ま
り
な
か
っ

註
T

た
様
で
あ
る
。
所
が
宜
徳
の
後
半
期
に
な
る
と
妙
法
が
や
や
通
じ
た
の
で
銀
交
易
の
禁
令
も
解
か
れ
て
銀
の
流
通
が
公
認
さ
れ
た
と
云
う
。
妙

が
行
わ
れ
る
様
に
な
っ
て
強
制
的
に
紗
を
流
通
さ
せ
よ
う
と
し
た
政
府
の
貨
幣
政
策
が
変
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
女
直
朝
貢
者
に
対
す
る
賜
妙

は
右
の
明
初
の
妙
政
策
を
反
映
す
る
と
見
て
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
紗
法
不
通
と
云
わ
れ
る
時
期
に
紗
を
賜
与
さ
れ
た
女
直
の
方
は
賜
紗
を

あ
ま
り
喜
ば
な
く
な
っ
て
、
よ
り
望
ま
し
い
、
そ
し
て
貨
幣
的
な
機
能
を
も
有
つ
絹
に
代
替
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て

正
統
初
年
の
貨
幣
政
策
の
転
換
に
際
し
て
そ
れ
が
許
さ
れ
て
折
紗
絹
の
賜
給
と
な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
考
え
る
。
第
二
期
第
三
期
は
大

体
会
典
に
記
さ
れ
た
様
な
撫
賞
が
行
わ
れ
た
と
見
て
い
い
様
で
あ
る
3

第
四
期
に
な
る
と
撫
賞
の
中
に
銀
の
賜
給
が
現
わ
れ
て
来
る
が
こ
れ
は

後
述
す
る
。

な
お
馬
市
で
の
撫
賞
は
遼
東
志
に
見
え
る
が
、
互
市
の
夷
人
に
対
し
て
は
饗
宴
を
給
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
3

朝
貢
の
撫
賞
が
女

直
に
と
っ
て
は
る
か
に
魅
力
的
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

回
賜
に
つ
い
て
は
先
掲
の
如
く
馬
一
匹
に
つ
い
て
終
段
二
表
裏
、
折
妙
絹
一
匹
、
詔
鼠
皮
に
つ
い
て
は
四
簡
で
生
絹
一
匹
、
四
箇
に
充
た
な

い
端
数
は
一
筒
に
つ
き
布
一
匹
と
会
典
に
あ
る
。
こ
こ
に
も
馬
の
回
賜
に
折
紗
絹
が
あ
る
の
で
、
撫
賞
の
折
妙
絹
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
が
正

し
い
と
す
れ
ば
、

E
賜
も
第
一
期
に
は
紗
を
一
部
分
含
ん
で
給
付
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
を
確
か
め
る
史
料
は
見
当
ら



な
い
。
更
に
永
楽
三
年
定
め
ら
れ
た
遼
東
互
市
に
お
け
る
馬
価
は
勿
論
遼
東
に
お
け
る
互
市
又
は
馬
市
で
の
買
入
価
格
で
あ
る
が
、
貫
馬
に
対

す
る
回
賜
に
も
第
一
期
の
初
期
に
は
こ
の
馬
価
が
適
用
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

加
賞
の
例
は
少
な
い
が
、
宣
徳
二
年
三
月
、
毛
憐
衛
の
都
替
同
知
猛
寄
不
花
に
「
加
賜
金
織
貯
綿
衣
一
襲
」
と
あ
り
、
や
や
降
っ
て
成
佑
元

年
正
月
に
喧
牢
河
衛
都
督
寧
暗
答
が
都
指
揮
鎖
奴
と
指
揮
塔
麻
禿
を
差
遣
し
て
趨
北
韓
鞄
の
大
曾
字
来
が
冗
良
暗
三
衛
を
糾
合
し
て
明
辺
を
侵

さ
ん
と
す
る
の
を
通
報
し
た
時
に
礼
部
が
鎖
奴
等
に
例
の
如
く
衣
服
綜
段
を
賜
給
せ
ん
こ
と
を
奏
請
し
た
の
に
対
し
て
憲
宗
は
「
上
命
於
常

例
外
。
加
綜
段
一
表
表
。
以
慰
其
労
。
」
と
あ
っ
て
加
賞
さ
れ
て
い
る
。
成
佑
十
六
年
二
月
の
考
郎
冗
衛
都
督
同
知
撒
暗
良
の
朝
貢
の
時
も
命

じ
て
金
織
貯
綿
襲
衣
一
、
銀
托
裏
椀
一
が
加
賜
さ
れ
、
同
十
九
年
正
月
の
成
討
温
衛
都
督
愈
事
康
尼
の
朝
貢
の
時
も
常
例
の
賞
賜
の
外
二
表
裏

が
加
賜
さ
れ
て
い
る
。
ず
っ
と
降
っ
て
嘉
靖
十
年
三
月
に
は

先
日
夷
酋
袴
羊
暗
等
。
聴
撫
入
貢
。
朝
廷
例
外
加
賞
。
於
是
海
西
夷
競
相
慕
効
。
争
以
貢
入
。
数
溢
其
旧
。

と
あ
っ
て
招
撫
を
受
け
て
初
め
て
の
朝
貢
の
時
に
加
賞
し
て
い
る
例
が
見
え
る
。
以
上
の
様
に
重
大
な
奏
事
通
報
の
際
や
来
貢
聴
撫
の
際
に
常

例
外
の
加
賞
が
行
わ
れ
て
い
る
が
実
際
の
加
賞
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
記
録
か
ら
洩
れ
て
い
る
場
合
が
相
当
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

女
直
が
明
に
来
朝
貢
献
す
れ
ば
、
撫
賞
と
回
賜
が
賜
給
さ
れ
、
時
に
は
加
賞
も
与
え
ら
れ
た
。
そ
れ
だ
け
で
も
女
直
の
朝
貢
者
に
と
っ
て
非

常
に
有
利
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
、
女
直
は
次
々
に
明
の
麗
廉
下
に
つ
い
て
朝
貢
を
繰
返
し
た
。
し
か
も
女
直
の
利
益
は
そ
れ
だ
け
に
止
ま
ら
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
以
上
は
い
わ
ば
公
的
な
給
賜
で
あ
る
が
、
そ
の
外
に
女
直
は
京
師
滞
在
中
に
街
市
で
自
由
に
私
貿
易
を
行
い
、
京
師
往
来

の
中
途
で
も
民
人
と
交
易
し
て
、
女
直
社
会
で
必
要
と
さ
れ
る
貨
物
を
得
て
満
洲
に
・
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
第
二
期
に
な
る
と
街
市
交
易
は

制
限
さ
れ
、
遂
に
は
会
同
館
内
で
官
督
下
に
官
商
牙
行
と
の
私
貿
易
に
ま
で
制
約
さ
れ
る
が
、
第
一
期
に
は
そ
う
し
た
制
限
も
殆
ん
ど
な
く
て

自
由
に
交
易
が
な
さ
れ
た
色
の
の
様
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
第
二
期
に
入
っ
て
史
料
を
掲
げ
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
更
に
こ
の
街
市
交
易
に

は
記
録
的
に
は
確
め
得
な
い
が
、
北
京
に
移
住
し
た
帰
化
女
直
人
が
関
与
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
永
楽
時
の
帰
佑
女
直
人
は
、

明
代
女
直
朝
賞
貿
易
の
概
観

ゴし
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概
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半
は
遼
東
の
関
原
や
遼
陽
等
に
、

一
半
は
北
京
に
移
住
さ
せ
ら
れ
た
が
、
関
原
寄
住
の
帰
佑
女
直
人
が
遼
東
辺
境
貿
易
に
動
い
て
い
る
形
勢
か

ら
察
す
る
と
、
北
京
寄
住
の
帰
佑
女
直
人
が
女
直
朝
貢
者
の
街
市
交
易
を
手
引
き
し
、
関
係
し
た
と
推
察
し
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
。
永
楽
九
年

毛
憐
衛
の
掌
衛
事
指
揮
使
に
任
ぜ
ら
れ
た
建
州
衛
指
揮
使
阿
暗
出
の
次
男
猛
寄
不
花
は
そ
の
後
頻
り
に
朝
貢
を
重
ね
、
永
楽
二
十
年
に
は
阿
魯

台
親
征
に
従
征
し
、
二
十
二
年
の
阿
魯
台
親
征
に
は
所
部
を
従
征
さ
せ
て
、
明
に
忠
順
を
励
み
、
都
瞥
象
事
に
、
次
い
で
都
管
周
知
に
ま
で
臨

任
さ
れ
た
酋
長
で
あ
る
が
、
実
録
宣
徳
二
年
四
月
の
条
に

掌
毛
憐
衛
都
督
周
知
奔
（
猛
）
寄
不
花
家
属
留
京
師
者
。
奏
請
給
俸
。
上
諭
行
在
戸
部
臣
目
。
留
其
家
属
干
京
師
者
。
以
係
其
心
。
而
無

以
贈
之
。
能
得
其
心
乎
。
其
如
京
官
例
給
之
。

と
い
う
記
事
が
見
え
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
盛
ん
に
朝
貢
を
行
っ
た
猛
寄
不
花
の
場
合
は
そ
の
家
属
を
京
師
に
留
住
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
こ
う
し
た
家
属
の
京
師
居
留
の
目
的
が
果
し
て
何
で
あ
っ
た
か
は
明
か
で
な
い
が
、
毛
憐
衛
人
が
朝
貢
の
際
、
こ
れ
と
連
絡
を
と
り
、
家

属
に
よ
っ
て
街
市
交
易
の
準
備
や
仲
介
が
な
さ
れ
た
こ
と
も
充
分
あ
り
得
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
も
っ
と
進
ん
で
は
毛
憐
女
直
が
需
要
す
る

も
の
を
買
込
ん
で
お
き
、
朝
貢
者
が
も
た
ら
し
た
私
貨
を
売
り
さ
ば
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
女
直
各
衛
か
ら
の
帰
佑
人
が
何
れ

も
遼
東
や
北
京
に
居
住
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
夫
々
の
出
身
衛
の
朝
貢
者
が
北
京
で
こ
れ
等
同
衛
の
帰
佑
人
達
と
関
係
を
も
っ
て
い
た
で

あ
ろ
う
こ
と
も
推
測
に
難
く
な
い
。
と
に
か
く
街
市
私
貿
易
を
含
め
て
女
直
の
朝
貢
が
極
め
て
有
利
な
行
為
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

併
し
朝
貢
は
女

E
に
と
っ
て
だ
け
有
利
で
あ
っ
た
の
で
は
決
し
て
な
い
。
北
元
対
策
と
し
て
女
直
を
味
方
陣
営
に
引
き
つ
け
る
と
い
う
政
治

的
軍
事
的
利
点
だ
け
で
な
く
、
靖
難
後
の
極
端
な
馬
不
足
対
策
と
し
て
の
外
馬
輸
入
の
必
要
か
ら
も
、
明
に
と
っ
て
も
非
常
に
望
ま
し
い
も
の

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
靖
難
直
後
、
明
の
政
府
所
有
の
馬
は
僅
か
二
万
三
千
余
匹
に
減
少
し
て
い
た
。
軍
馬
駅
馬
等
の
供
給
補
充
の
た
め
に
明

政
府
が
保
有
す
べ
き
馬
数
は
少
く
と
も
七
十
万
匹
は
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
に
、
こ
れ
は
余
り
に
寡
少
す
ぎ
る
。
馬
の
急
激
な
増
産
は
不
可

能
で
あ
る
。
ど
う
し
て
も
外
馬
輸
入
を
促
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
敵
国
北
元
か
ら
の
輸
入
に
は
多
く
を
望
め
な
か
っ
た
か
ら
、
冗
良
晴
女



直
を
通
じ
て
の
外
馬
輸
入
が
一
つ
の
大
き
な
解
決
策
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
遼
東
に
馬
市
が
設
立
さ
れ
馬
を
買
入
れ
た
の
も
こ
の
理
由
か
ら

乙
の
閣
の
貢
馬
や
馬
市
で
の
買
馬
は
多
々
益
々
弁
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
。
成
祖
の
増
馬
政
策
が
成
功
し
て
永
楽
の
晩
年
に
は
政
府
保

註

r

有
馬
は
百
万
を
突
破
し
た
。
焦
っ
て
外
馬
を
官
買
す
る
必
要
は
な
く
な
っ
た
。
馬
市
で
の
馬
取
引
は
民
聞
に
次
第
に
移
譲
さ
れ
た
。
併
し
成
祖

で
あ
る
。

の
対
女
直
積
極
招
撫
策
を
受
け
継
い
だ
宣
宗
は
、
奴
児
干
都
司
の
経
営
に
努
力
し
、
女
直
撫
販
の
た
め
に
そ
の
朝
貢
を
歓
迎
し
た
。
そ
の
た
め

に
宣
徳
年
聞
の
女
直
の
朝
貢
は
記
録
的
に
は
永
楽
期
よ
り
は
る
か
に
盛
大
で
あ
っ
た
。

一
年
間
の
朝
貢
延
人
数
は
恐
ら
く
三
千
人
以
上
四
千
人

に
も
及
ん
だ
も
の
の
様
で
あ
る
。
第
二
期
に
は
入
貢
時
期
が
制
限
さ
れ
る
が
、
宣
徳
時
に
は
そ
ん
な
制
限
は
見
ら
れ
ず
、
正
月
か
ら
十
二
月
ま

で
ど
の
月
に
も
朝
貢
の
記
録
が
見
え
る
。
宜
宗
即
位
後
の
洪
隈
元
年
十
二
月
か
ら
宣
徳
元
年
十
一
月
ま
で
一
年
閣
の
朝
貢
記
録
は
二
十
四
回
、

そ
の
う
ち
人
数
を
記
録
し
て
い
る
も
の
が
九
回
あ
る
が
、
そ
の
合
計
で
一
四
人
O
人
と
な
る
。
人
数
の
記
載
の
な
い
残
り
十
五
回
分
を
そ
の
割

で
按
分
計
算
す
る
と
二
四
七

O
人
、
総
計
約
四
千
人
の
朝
貢
者
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
た
ま
た
ま
そ
の
記
録
に
割
合
に
よ
く
人
数
の

記
載
が
あ
っ
た
の
で
採
り
上
げ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
決
し
て
過
大
な
数
字
で
は
な
い
と
思
は
れ
る
。
別
の
方
か
ら
推
定
す
る
と
、

こ
の
頃
大
体

一
衛
平
均
十
五
、
六
人
か
ら
二
十
人
位
の
人
数
が
朝
貢
し
て
い
た
様
で
あ
る
か
ら
、
海
西
二
百
衛
と
し
て
大
体
海
西
女
直
だ
け
で
約
三
千
人
と

な
り
、
そ
れ
に
建
州
女
直
は
優
に
五
、
六
百
人
ゅ
の
っ
た
様
で
あ
る
か
ら
そ
れ
を
加
え
山
る
と
、
や
は
り
三
千
人
以
上
四
千
人
位
の
朝
貢
者
と
な

る
。
ま
た
、
第
二
期
に
朝
貢
に
つ
い
て
諸
制
限
が
な
さ
れ
た
後
の
成
佑
五
年
十
二
月
の
礼
部
尚
書
都
幹
の
上
奏
に
、
成
化
五
年
一
月
か
ら
十
二

月
ま
で
の
女
直
入
貢
者
が
一
八
三
二
人
と
あ
る
こ
と
か
ら
遡
っ
て
推
測
し
て
も
、
制
限
以
前
の
朝
貢
者
が
三
千
以
上
あ
っ
た
と
す
る
先
の
推
定

註
8

を
裏
付
け
得
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
い
づ
れ
に
し
て
も
宣
徳
期
の
女
直
朝
貢
が
非
常
に
盛
大
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
利
益
を

も
た
ら
す
朝
貢
の
機
構
に
身
を
投
じ
た
女
直
社
会
は
、

そ
こ
か
ら
抜
け
出
る
こ
と
は
女
直
自
体
に
と
っ
て
も
困
難
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
大

き
な
影
響
を
受
け
、
そ
れ
を
一
つ
の
軸
と
し
て
展
開
し
て
行
く
こ
と
に
な
る
。

明
代
女
直
朝
貢
貿
易
の
概
観
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三
、
第

期

第
一
期
の
最
後
の
十
年
程
の
莫
大
な
女
直
朝
貢
者
の
北
京
往
来
は
、

「
四
夷
賓
服
、
世
所
賞
也
。
」
と
宣
宗
の
言
の
如
く
喜
ん
で
ば
か
り
は
い

ら
れ
な
く
な
っ
た
。
彼
等
の
北
京
往
来
に
要
す
る
費
用
、
宿
駅
の
煩
労
、
民
間
の
労
擾
、
撫
賞
と
回
賜
の
増
加
等
は
漸
ゃ
く
明
の
大
き
な
負
担

と
な
っ
て
来
た
。
早
く
も
宜
徳
十
年
宣
宗
に
代
っ
た
英
宗
の
即
位
直
後
に
海
西
女
直
の
朝
貢
は
一
衛
に
つ
き
二
、
三
人
に
と
ど
め
、
多
く
と
も

二
十
人
を
過
ぐ
る
べ
か
ら
ず
と
い
う
勅
命
が
出
さ
れ
て
い
る
。
制
限
に
超
過
す
る
人
数
は
関
外
に
留
め
て
、
撫
賞
を
与
え
馬
価
を
支
払
う
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
併
し
女
直
の
方
で
は
旧
慣
を
楯
に
と
っ
て
騒
い
だ
。
遼
東
総
兵
の
都
督
同
知
広
凱
は
来
貢
者
を
阻
止
す
れ
ば
辺
冠

が
起
る
憂
あ
り
と
し
て
、
外
夷
の
慕
義
来
朝
は
全
て
朝
貢
を
許
す
べ
き
を
上
奏
し
た
の
で
、

一
日
一
は
命
令
は
取
り
消
さ
れ
た
。
恰
皮
こ
の
頃
蒙

古
で
は
瓦
刺
部
の
勃
興
が
見
ら
れ
、
や
が
て
瓦
刺
は
明
の
意
向
を
無
視
し
て
一
方
的
に
朝
貢
使
臣
を
激
増
派
遣
し
て
来
た
。
宣
徳
年
間
百
人
未

満
で
あ
っ
た
瓦
刺
の
使
臣
は
、
次
の
正
統
期
に
な
り
也
先
の
優
勢
が
確
立
し
て
来
る
と
、
四
年
に
一

0
0
0余
人
、
五
年
に
六
四
四
人
、
六
年

に
は
一
躍
二
四
O
O
人
、
七
年
に
は
二
月
に
二
二

O
O
余
人
、
十
一
月
に
二
三

O
二
人
と
急
増
し
て
来
る
。
山
西
大
同
の
出
先
は
そ
の
接
待
費

に
屡
々
悲
鳴
を
あ
げ
る
様
に
な
っ
た
。

ζ

の
瓦
勅
の
動
向
を
予
見
す
れ
ば
朝
貢
回
賜
関
係
の
費
用
の
節
減
が
一
一
層
強
く
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
筈
で
あ
る
。
先
述
の
如
く
英
宗
即
位
以
来
主
と
し
て
財
政
的
見
地
か
ら
朝
貢
の
制
限
、
特
に
女
直
朝
貢
の
制
限
に
明
中
央
の
政
策
方
針

は
変
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
遼
東
出
先
の
奏
請
に
よ
り
一
日
一
は
引
っ
こ
め
た
制
限
政
策
を
や
が
て
強
硬
に
お
し
進
め
て
来
る
。
正
統
二
年
十

月
、
四
年
八
月
、
六
年
二
月
と
次
々
に
朝
貢
制
限
の
命
令
が
出
さ
れ
て
、
人
数
、
回
数
、
時
期
に
つ
い
て
制
限
が
加
え
ら
れ
た
。
人
数
は
一
衛

に
つ
き
二
・
三
人
か
ら
四
・
五
人
ま
で
、
回
数
は
一
年
一
貫
ま
た
は
三
年
一
貫
、
時
期
は
農
隙
の
時
に
限
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
更
に
印
信
公

文
の
な
い
者
は
入
閣
を
許
さ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
時
の
朝
貢
制
限
は
主
と
し
て
海
西
女
直
に
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ

の
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
馬
三
・
五
匹
の
貢
献
に
も
三
四
十
人
が
入
京
し
、
撫
賞
を
貧
り
、
私
を
営
み
、
駅
伝
を
凌
辱
し
、
軍
民
を
労
擾



し
、
農
務
を
妨
害
し
、
需
索
剥
奪
す
る
と
云
う
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の
ゴ
了
間
十
人
の
大
部
分
が
貢
献
な
し
で
撫
賞
だ
け
を
受
け
と
り
、
街
市

註
舗

の
私
交
易
を
主
な
目
的
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
察
さ
れ
よ
う
。

こ
れ
ら
の
制
限
強
化
に
対
し
て
は
女
直
は
旧
慣
を
主
張
し
、
脅
迫
的
な
不
遅
の
言
辞
を
は
い
て
朝
貢
を
強
請
し
、
時
に
衡
突
騒
擾
さ
え
惹
起

し
て
い
る
が
、
そ
し
て
明
側
で
は
瓦
刺
の
勃
興
に
直
面
し
て
女
直
の
離
反
を
心
配
し
若
干
の
手
心
を
加
え
て
は
い
る
が
、
制
限
は
規
定
通
り
強

行
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
朝
貢
を
有
利
な
商
行
為
と
考
え
る
様
に
な
っ
て
い
た
女
直
、
そ
し
て
そ
の
「
服
用
之
物
皆
頼
中
国
」
と
云

わ
れ
る
程
明
圏
と
の
交
易
に
情
存
し
て
き
た
女
直
社
会
は
こ
れ
に
よ
っ
て
大
き
な
打
撃
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘

ら
ず
女
直
が
激
し
い
反
抗
も
せ
ず
に
制
限
に
従
っ
た
の
は
、
朝
貢
制
限
の
代
替
と
し
て
開
原
交
易
を
許
可
し
、
女
直
の
利
益
・
便
宜
が
供
与
さ

れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
関
原
交
易
の
許
可
は
正
に
朝
貢
制
限
が
強
佑
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
正
統
四
年
八
月
に
、

一
年
一
貫
又
は
三
年
一
貢
に
制

限
す
る
命
令
と
同
時
に
発
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
許
可
は
女
直
が
従
来
北
京
で
行
っ
て
い
た
街
市
交
易
を
関
原
で
行
わ
せ
る
と
い
う

意
味
と
従
来
開
原
で
私
的
に
行
わ
れ
て
い
た
交
易
を
公
認
し
て
官
督
下
に
お
く
と
い
う
意
味
と
を
も
つ
も
の
で
、
永
楽
四
年
開
原
に
設
置
さ
れ

仲

M
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こ
の
時
女
直
は
開
原
南
関
市
え
の
公
然
た
る
出
入
り
が
承
認
許
可
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

た
馬
市
と
は
性
格
の
ち
が
っ
た
所
謂
互
市
で
あ
り
、

開
原
交
易
の
許
可
は
北
京
の
街
市
私
交
易
が
辺
境
の
開
原
南
関
市
で
代
替
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
し
、
朝
貢
者
に
だ
け
賜
与
さ
れ
て
い
た
撫

賞
も
、

「
朝
貢
互
市
慢
有
撫
賞
」
と
遼
東
志
（
巻
一
二
）

に
記
す
る
様
に
互
市
者
に
も
与
え
ら
れ
た
の
は
こ
の
時
か
ら
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測

さ
れ
る
の
で
、
朝
貢
制
限
に
対
す
る
女
直
の
反
抗
不
満
を
慰
撫
す
る
に
大
き
な
役
割
を
果
し
た
も
の
と
云
え
る
。
正
統
七
・
八
年
以
降
の
海
西

女
直
の
朝
買
を
調
べ
る
と
制
限
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
Y
北
京
で
の
街
市
交
易
は
も
と
の
通
り
朝
貢
者
に
は
許
さ

れ
て
い
た
が
、

そ
れ
も
成
佑
十
三
年
十
一
月
に
舎
同
館
大
使
姫
堅
の
上
奏
に
よ
り
「
今
後
来
朝
貢
者
。

賞
賜
後
。

方
令
子
街
市
買
寅
五
日
。

永
為
定
制
。
」
と
五
日
だ
け
に
制
限
さ
れ
る
。

街
市
私
交
易
の
際
発
生
す
る
E

民
間
商
人
と
の
粉
争
を
少
な
く
す
る
た
め
で
あ
っ
た
様
で
あ
る
。

開
原
交
易
の
公
認
は
こ
の
私
交
易
の
制
限
を
も
女
直
に
受
け
入
れ
さ
せ
る
に
役
立
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
街
市
交
易
は
そ
の
後
更
に
禁
止
さ
れ
た

明
代
女
直
朝
貢
貿
易
の
概
観



明
代
女
直
朝
貢
貿
易
の
概
観

四

も
の
の
如
く
、
明
食
典
陸
部
給
賜
に
「
賞
賜
畢
目
。
許
於
舎
開
館
関
市
三
目
。
舗
行
人
等
。
照
例
将
貨
入
館
。
両
平
交
易
」
と
あ
る
が
、
こ
れ

が
何
時
頃
か
ら
か
今
は
確
め
得
な
い
。

正
統
初
期
の
朝
貢
制
限
は
主
と
し
て
海
西
女
直
に
対
す
る
も
の
で
建
州
女
直
に
は
及
ば
な
か
っ
た
ら
し
い
。

一
衛
ニ
・
一
二
名
か
ら
四
・
五
名

と
い
う
制
限
が
明
会
典
で
「
毎
処
不
過
五
名
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
海
西
女
直
に
対
す
る
規
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
窺
わ
れ
る
。

ま
た
実
録
天
順
四
年
十
一
月
の
条
に
よ
れ
ば
、
朝
鮮
の
使
臣
七
十
余
人
と
毛
憐
女
直
三
百
人
が
会
同
館
で
一
緒
に
な
り
、
旧
怨
か
ら
対
立
し
て

争
に
な
り
そ
う
に
な
っ
た
の
で
、
朝
鮮
使
臣
を
烏
蛮
駅
に
移
し
た
と
あ
る
。
こ
乙
に
毛
憐
女
直
三
百
人
来
朝
と
あ
る
の
で
、
毛
憐
女
直
や
建
州
女

直
に
は
ま
だ
人
数
の
制
限
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
見
ね
ば
な
ら
ぬ
。
と
こ
ろ
が
天
順
八
年
七
月
に
な
る
と
突
然
所
調
撫
順
馬
市
が
開
設
さ

れ
、
建
州
毛
憐
女
直
の
朝
貢
は
従
来
の
開
原
経
由
を
変
更
し
て
撫
順
経
由
に
改
め
ら
れ
る
。
撫
順
馬
市
の
開
設
が
何
故
こ
の
時
期
に
な
さ
れ
た

か
は
今
ま
で
余
り
明
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
稲
葉
博
士
や
園
田
一
亀
氏
は
一
半
の
理
由
は
当
時
の
建
州
左
衛
の
名
酋
童
山
の
要
請
に
よ
る
も
の

一
面
明
の
方
で
建
州
懐
柔
の
た
め
に
関
原
経
由
よ
り
遥
か
に
捷
径
で
あ
る
新
貢
献
路
を
設
け
て
彼
等
の
反
明
的
態
度
を
反

省
さ
せ
懐
柔
す
る
に
あ
っ
た
と
云
わ
れ
て
い
る
。
童
山
の
要
請
は
全
く
想
像
の
上
の
こ
と
で
疑
わ
し
い
が
、
建
州
懐
柔
の
意
味
は
確
か
に
あ
っ

に
ち
が
い
な
い
が
、

た
に
ち
が
い
な
い
。
併
し
開
原
馬
市
の
開
設
は
単
に
新
貢
路
の
創
設
だ
け
で
は
な
い
。
実
録
の
記
事
を
あ
ぐ
れ
ば

勅
遼
東
鎮
守
綿
兵
等
官
。
遇
有
建
州
等
衛
女
直
到
辺
。
須
令
従
撫
順
闘
口
進
入
。
伺
於
撫
順
城
往
来
交
易
。
務
在
撫
取
。
・
・
・

と
あ
り
、

明
か
に
撫
順
城
に
お
け
る
交
易
の
許
可
を
含
ん
で
い
る
。
撫
順
潟
市
に
つ
い
て
は
遼
東
士
山
と
全
遼
志
に
、
前
者
は

註
ロ

こ
れ
に
つ
い
て
は
稲
葉
博
士
や
中
山
八
郎
氏
に
よ
っ
て
す
で
に
解
明
さ
れ
て

「
城
東
門
外

里
」
と
し
、
後
者
は
「
城
東
三
十
里
」
と
異
っ
た
記
載
が
あ
り
、

撫
順
城
東
二
十
里
に
あ
っ
た
撫
順
関
附
近
に
設
置
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
中
山
氏
は
遼
東
志
の
「
城
東
門
外
一
里
」

は
「
城
東
開
外
一
里
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
と
云
わ
れ
て
い
る
。
併
し
城
東
と
一
応
撫
順
城
を
基
準
に
方
位
を
示
し
乍
ら
、
里
数
は
撫
順
闘
を
基
準

に
し
て
関
外
一
里
と
記
す
こ
と
は
記
述
と
し
て
は
お
か
し
い
G

一
城
東
門
外
一
里
」
の
遼
東
志
の
記
載
を
簡
単
に
誤
り
と
し
て
退
け
る
こ
と
は



再
考
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
。
先
掲
天
順
八
年
七
月
の
史
料
に
は
明
か
に
撫
順
関
口
よ
り
進
入
せ
し
め
、
伯
撫
順
城
に
お
い
て
往
来
交
易
せ
し

む
べ
し
と
あ
る
。
撫
順
城
で
の
交
易
が
許
可
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
撫
順
東
門
外
に
従
前
関
市
が
あ
っ
た
か
否
か
を
詳
か
に
レ
な

い
が
、
天
順
八
年
に
女
直
に
許
可
さ
れ
た
交
易
場
こ
そ
、
乙
の

「
城
東
門
外
一
里
」

と
遼
東
志
に
伝
え
る
撫
願
達
遥
馬
市
で
は
な
か
っ
た
か

と
思
わ
れ
る
。
撫
順
域
外
で
互
市
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
後
の
万
暦
四
十
六
年
の
清
の
太
租
ヌ
ル
ハ
チ
に
よ
る
撫
順
攻
略
の
状
況
を
伝
え
る
明
実

録
の
記
述
に
よ
っ
て
も
明
か
で
あ
る
。

建
曾
奴
児
恰
赤
誘
陥
撫
順
域
。
中
軍
千
綿
王
命
印
死
之
。
李
永
芳
降
。
先
一
目
。
奴
干
撫
順
市
口
言
。
明
日
有
三
千
達
子
来
倣
大
市
。
至

日
寅
時
。
果
来
叩
市
誘
供
。
商
人
軍
民
出
城
貿
易
。
随
乗
隙
突
入
揖
殺
。

こ
れ
に
は
「
撫
順
市
」
と
あ
り
、
商
人
軍
民
出
城
貿
易
と
あ
る
か
ら
、
城
外
で
の
互
市
で
あ
っ
て
、
到
底
関
外
で
の
こ
と
と
は
解
さ
れ
な
い
。

と
に
か
く
撫
順
域
内
か
又
は
城
東
門
外
で
の
交
易
が
天
順
八
年
許
可
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
し
て
こ
の
撫
順
市
場
こ
そ
開
原
交

易
で
の
南
関
馬
市
の
様
に
公
認
さ
れ
た
る
私
市
場
と
し
て
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
宮
市
場
と
し
て
の
本
来
的
な
馬
市

が
同
時
に
か
叉
は
後
代
に
別
に
撫
順
関
外
に
設
置
さ
れ
た
と
し
て
も
一
向
に
差
支
え
な
い
の
で
あ
る
。
今
遼
東
志
と
全
遺
志
の
記
事
を
両
方
共

生
か
し
て
考
え
る
と
、
天
順
八
年
撫
順
城
東
門
外
一
里
に
指
定
さ
れ
た
交
易
場
は
私
市
的
な
互
市
場
と
し
て
の
馬
市
で
あ
り
、
こ
こ
が
専
ら
交

易
の
中
心
地
で
あ
っ
た
が
、
勅
書
公
文
の
審
験
や
貢
献
の
験
馬
等
は
別
に
撫
順
関
外
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
乙
が
宮
市
的
な
馬
市
場
と

し
て
発
展
し
、
東
門
外
の
互
市
場
は
勿
論
女
直
も
参
加
す
る
が
特
に
女
直
だ
け
を
取
引
相
手
と
す
る
市
場
で
は
な
く
て
関
市
と
し
て
の
撫
順
市

と
な
り
、
馬
市
の
名
が
失
わ
れ
て
来
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
考
に
倹
ち
た
い
。

8
て
撫
順
馬
市
開
設
の
理
由
で
あ
る
が
、
そ
の
三
ヶ
月
後
に
打
ち
出
さ
れ
る
建
州
毛
憐
女
直
の
朝
貢
制
限
と
関
係
さ
せ
て
考
え
る
と
は
っ
き

り
す
る
様
で
あ
る
。
実
録
天
順
八
年
十
月
の
条
に

建
州
毛
憐
等
衛
、
衛
許
百
人
。
海
西
冗
者
等
衛
。
衛
許
三
・
五
人
。
不
得
重
復
胃
名
。
審
験
然
後
入
闘
。

朗
代
女
直
朝
貢
貿
易
の
概
観

五



明
代
女
直
朝
貢
貿
易
の
概
観

」 A，、、

と
あ
る
が
、

こ
の
時
海
西
女
直
に
つ
い
て
は
正
統
の
制
限
を
重
ね
て
申
明
し
た
に
過
ぎ
ず
、
新
し
く
建
州
三
衛
と
毛
憐
衛
に
対
し
て
衛
毎
に
百

人
と
い
う
人
数
制
限
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
先
述
の
如
く
毛
憐
女
直
は
天
順
四
年
三
百
人
の
朝
貢
者
が
あ
っ
た
。
建
州
三
衛
も
制
限
し
た
人
数

が
各
衛
夫
々
百
人
で
あ
る
以
上
、
制
限
以
前
は
優
に
百
人
を
超
え
る
朝
貢
者
が
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
れ
が
こ
の
時
建
州
衛
、
左
衛
、
右

衛
、
毛
憐
衛
夫
々
百
人
計
四
百
人
と
抑
え
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
制
限
の
理
由
は
上
掲
記
事
の
前
文
中
に
「
中
国
勢
費
賞
多
」
と
あ
る
か
ら
、

正
統
時
の
海
西
女
直
の
朝
貢
制
限
と
同
じ
理
由
で
あ
る
。
さ
て
朝
貢
を
制
限
す
れ
ば
必
然
的
に
女
直
の
不
満
・
反
抗
を
誘
発
す
る
。
そ
れ
を
緩

和
す
る
た
め
に
先
の
正
統
期
の
海
西
女
直
の
制
限
の
際
に
は
関
原
南
関
市
の
互
市
交
易
を
許
可
し
て
慰
撫
し
た
の
で
あ
る
。
今
次
の
建
州
毛
憐

女
直
の
場
合
に
も
先
例
が
活
用
さ
れ
、
制
限
通
告
直
前
に
撫
順
交
易
の
許
可
が
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
撫
順
で
交
易
を
許
し
、
北
京

に
出
か
け
て
街
市
貿
易
す
る
必
要
性
を
減
じ
て
お
い
て
、
そ
の
後
で
朝
貢
を
制
限
す
れ
ば
、
建
州
女
直
の
反
対
は
少
い
わ
け
で
あ
り
、

こ
れ
は

関
原
で
試
験
ず
み
の
方
法
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
様
に
建
州
女
直
の
朝
貢
制
限
と
関
連
。
つ
け
て
考
察
す
る
と
き
、
天
順
八
年
に
な
っ
て

突
然
互
市
場
と
し
て
の
撫
順
馬
市
が
開
設
さ
れ
た
理
由
が
明
か
に
な
る
と
思
う
。

こ
の
こ
と
は
ま
た
朝
貢
に
お
い
て
北
京
で
の
街
市
私
貿
易
が

如
何
に
盛
ん
で
あ
っ
た
か
を
も
物
語
る
。
そ
れ
故
に
朝
貢
を
制
限
す
る
に
は
そ
れ
に
代
替
す
る
辺
境
で
の
交
易
を
許
可
せ
ぎ
る
を
得
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
と
に
か
く
正
統
か
ら
天
順
に
か
け
て
は
女
直
の
朝
貢
に
次
第
に
制
限
が
加
え
ら
れ
、
人
数
、
回
数
、
時
期
に
つ
い
て
の
制
限
が
海

西
女
直
さ
ら
に
建
州
女
直
に
も
及
ん
だ
の
で
あ
る
。

囲
、
第

期

こ
こ
で
は
以
上
の
様
な
明
が
行
っ
た
朝
貢
制
限
に
対
す
る
女
直
の
対
応
の
万
法
を
主
と
し
て
見
て
み
る
。
従
っ
て
第
三
期
と
し
て
時
期
を
限

ら
ず
、
正
統
の
制
限
後
の
女
直
の
動
き
も
当
然
乙
乙
に
含
め
る
こ
と
に
な
る
。
さ
て
第
二
期
に
次
々
に
加
え
ら
れ
た
朝
貢
制
限
に
対
し
て
女
直

の
方
は
入
貢
人
数
の
増
加
を
要
請
し
、
或
は
守
関
審
験
官
等
に
賄
賂
を
贈
り
、
少
し
で
も
入
貢
人
数
を
増
加
し
よ
う
と
し
た
。
天
順
入
年
の
制



限
後
五
年
経
た
成
佑
五
年
に
は
正
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
女
直
入
貢
者
は
一
入
三
二
員
に
上
り
、
し
か
も
未
到
者
尚
多
し
と
時
の
払
部
尚
書
鄭

幹
が
奏
上
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
時
に
も
定
例
に
照
し
て
験
放
せ
よ
と
遼
東
辺
鎮
に
命
令
が
繰
返
さ
れ
て
い
る
。
制
限
実
施
後
も
猶
依
然
と

し
て
朝
貢
者
が
可
な
り
多
数
に
上
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
開
原
交
易
、
撫
順
交
易
の
許
可
に
も
拘
ら
ず
、
女
直
に
と
っ
て

朝
貢
が
よ
り
有
利
で
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
明
側
の
制
限
に
対
し
て
女
直
側
は
色
々
な
方
法
で
そ
れ

を
突
き
破
ろ
う
と
努
力
し
、
そ
れ
が
或
る
程
度
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
方
法
を
次
に
あ
げ
て
み
る
。

第
一
に
増
貢
の
要
求
で
あ
る
。
成
化
十
年
三
月
の
条
に
は
建
州
衛
都
指
揮
字
恰
答
等
が
「
増
入
賞
人
数
」
を
要
請
し
て
い
る
。
礼
部
は
こ
れ

に
対
し
て
成
化
六
年
以
前
の
各
衛
入
貢
者
は
入
・
九
百
名
に
過
ぎ
ず
、

入
年
以
後
に
な
っ
て
増
し
て
千
二
百
余
に
至
っ
た
と
し
、
先
年
議
定

ω

数
に
照
し
て
験
放
入
貢
せ
し
む
べ
し
と
答
え
て
い
る
。

こ
こ
の
各
衛
入
貢
者
八
・
九
百
名
、
及
び
千
二
百
余
名
を
女
直
全
部
の
朝
貢
人
数
と
見

る
か
、
建
州
女
直
だ
け
の
人
数
と
解
す
る
か
は
史
料
の
上
で
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
前
の
成
佑
五
年
の
女
直
朝
貢
者
が
一
八
三
二
人
と
あ
る
こ

と
か
ら
考
え
る
と
建
州
だ
け
の
朝
貢
者
数
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
天
順
入
年
の
建
州
女
直
に
対
す
る
制
限
は
そ
の
後
充
分
に
遵

守
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
し
か
も
こ
の
成
佑
十
年
に
入
貢
人
数
を
増
加
せ
ん
と
の
要
請
が
建
州
か
ら
な
さ
れ
た
こ
と
は
、
事
実
に

お
い
て
制
限
を
突
破
し
て
い
る
人
数
を
公
的
に
承
認
さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
若
し
、

こ
れ
等
の
人
数
を
全
女
直
の
朝
貢
者

数
と
す
れ
ば
、
八
・
九
百
名
或
は
千
二
百
余
名
中
の
四
百
名
が
建
州
毛
憐
の
朝
貢
者
で
あ
り
、
海
西
女
直
の
朝
貢
人
数
が
何
等
の
方
法
で
増
加

し
つ
つ
あ
っ
た
の
を
見
て
、
建
州
女
直
も
人
数
の
増
加
を
要
求
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

い
づ
れ
に
し
て
も
建
州
女
直
が
公
認
の
朝
貢
人
数
を
増

さ
ん
と
し
て
明
側
に
要
求
を
出
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

こ
の
時
の
要
求
は
先
の
天
順
の
制
限
を
重
ね
て
申
明
拒
否
さ
れ
て
い
る
。
次
に
は

成
佑
十
七
年
六
月
に
建
州
寄
住
毛
憐
衛
の
増
貢
要
求
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
建
州
寄
住
の
毛
憐
衛
の
三
姓
夷
人
郎
引
答
忽
等
の
要
請
に

よ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
毛
憐
衛
進
貢
の
一
百
名
以
外
に
若
干
名
を
増
さ
ん
こ
と
を
願
っ
た
も
の
で
、
明
か
ら
十
二
名
の
増
貢
を
許
可
さ

れ
た
。
明
会
典
礼
部
朝
貢
に
「
建
州
寄
住
毛
憐
達
子
歳
十
二
人
」
と
あ
る
の
は
こ
の
時
の
許
可
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
降
っ
て
弘
治
十
四
年
正
月
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に
は
海
西
諸
衛
を
代
表
し
て
成
討
温
衛
の
伍
因
住
等
が
、
「
毎
衛
乞
増
至
十
人
」
う
て
い
る
。
毎
衛
十
人
と
云
え
ば
今
ま
で
の
毎
衛
五
人
以
下
が

一
挙
に
二
倍
に
な
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
総
数
で
は
千
人
以
上
の
増
加
と
な
る
。
同
じ
時
に
建
州
衛
都
替
の
察
安
察
も
「
乞
毎
衛
許
十
人

入
貢
、
叉
来
貢
指
揮
人
乞
随
帯
舎
人
一
名
」
と
要
請
し
て
い
る
。
建
州
、
毛
憐
は
毎
衛
百
人
で
あ
る
が
更
に
十
人
増
さ
ん
と
し
、
来
貢
指
揮
に

舎
人
一
名
を
随
帯
さ
せ
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
僅
少
で
も
人
数
を
増
加
さ
せ
よ
う
と
努
力
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
れ
は
何
れ
も
旧

制
に
遵
う
様
に
諭
令
し
て
拒
否
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
弘
治
十
六
年
二
月
に
海
西
女
直
に
虜
掠
さ
れ
た
中
国
人
三
人
を
奪
回
し
て
遼
東
に
送
り
回

し
た
建
州
左
衛
を
そ
の
功
に
よ
り
進
貢
定
額
外
に
ニ
三
人
朝
貢
さ
せ
ん
こ
と
を
遼
東
巡
撫
の
張
鱗
が
奏
請
し
て
、
兵
部
の
覆
奏
で
拒
否
さ
れ
て

い
る
が
、
張
粛
の
奏
請
は
建
州
左
衛
の
要
求
に
応
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
女
直
が
チ
ャ
ン
ス
を
掴
ん
で
は
人
数
を
増
加
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
同
じ
く
弘
治
十
六
年
三
月
に
阿
速
江
衛
、
増
均
蘇
分
地
面
、
寄
住
毛
憐
衛
等
が
綴
渉
を
い
と
わ
ず
納
款
帰
誠
し
朝
貢
ぞ
欲

し
て
い
る
の
で
三
・
五
人
づ
っ
輪
流
朝
貢
を
許
し
た
い
と
の
遼
東
鎮
巡
官
の
奏
舗
が
あ
り
、
そ
れ
に
対
す
る
兵
部
の
覆
奏
に
は
建
州
寄
住
毛
憐

衛
に
は
定
額
が
あ
る
か
ら
そ
れ
に
従
う
こ
と
、
阿
速
江
衛
、
蘇
分
地
面
の
野
人
は
旧
普
来
朝
の
例
な
く
、
遼
東
で
銭
物
を
支
給
稿
賜
し
、
原
地

に
発
回
さ
せ
よ
と
あ
る
。
結
局
は
朝
貢
は
拒
否
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

こ
の
例
は
注
目
に
値
す
る
。
阿
速
江
衛
は
烏
蘇
里
江
流
域
で
永
楽
四
年

い
づ
れ
も
中
国
か
ら
遠
隔
地
で
兵
部
覆
奏
に
も
「
旧
無
来
朝
」
と
あ
る
如

設
衛
さ
れ
た
も
の
、
蘇
分
地
面
は
緩
芥
河
流
域
の
地
面
で
あ
る
が
、

く
、
今
ま
で
あ
ま
り
入
貢
し
て
い
な
い
衛
所
で
あ
る
。
そ
れ
が
こ
の
頃
に
な
っ
て
出
て
来
た
の
は
恐
ら
く
一
緒
に
来
た
毛
憐
衛
人
の
誘
い
に
よ

る
か
、
又
は
彼
等
の
古
い
衛
印
勅
書
を
毛
憐
衛
人
が
借
貢
し
た
も
の
か
で
あ
ろ
う
。
借
貢
の
事
は
後
述
に
ま
た
触
れ
る
。
次
に
弘
治
十
人
年
十

月
に
、
ま
た
寄
住
毛
憐
衛
の
林
脱
脱
等
が
入
貢
し
、
新
た
に
毎
競
五
人
の
入
関
を
許
可
さ
れ
て
い
る
が
、
乙
の
林
脱
脱
が
前
記
弘
治
十
六
年
に

阿
速
江
衛
等
ぞ
同
伴
し
た
女
直
で
あ
り
、
従
来
の
寄
住
毛
憐
の
進
貢
定
額
十
二
名
の
外
に
更
に
五
名
の
増
加
を
獲
得
し
た
も
の
の
様
で
あ
る
。

但
し
こ
れ
は
明
会
典
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
歳
貢
定
額
化
し
た
か
否
か
不
明
で
あ
る
。
或
は
別
衛
的
な
措
置
が
と
ら
れ
た
の
か
も
知
れ

な
い
。
と
に
か
く
女
直
が
繰
返
し
増
貢
を
要
求
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
う
ち
要
求
が
入
れ
ら
れ
た
の
は
建
州
寄
住
毛
憐
衛
関
係
だ
け
で
他
は
殆



ん
ど
拒
否
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

第
二
に
別
衛
設
置
に
よ
る
増
貢
で
あ
る
。
明
史
兵
志
に
よ
る
と
女
直
衛
所
の
設
置
は
永
楽
年
聞
に
一
七
人
衛
、
正
統
年
聞
に
五
衛
、
正
統
以

後
一
四
O
衛
、
添
設
五
七
衛
総
計
三
入
O
衛
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
遼
東
志
外
志
に
は
三
三
人
衛
と
二
三
千
戸
所
を
あ
げ
、
鄭
暁
の
皇
明
四
夷

考
に
は
三
八
ニ
衛
と
云
っ
て
い
る
。
以
上
は
女
直
衛
数
三
百
衛
以
上
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
川
県
岡
高
の
四
夷
考
に
は
一
人
四
衛
と
し
て
、

そ
の
衛
数
は
明
史
な
ど
の
半
分
以
下
と
な
っ
て
い
る
。
併
し
明
史
や
遼
東
士
ゆ
が
明
白
に
衛
名
を
掲
載
し
て
い
る
の
で
そ
れ
等
の
衛
が
存
在
し
た

こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
レ
、
成
化
十
四
年
馬
文
升
の
遼
東
制
撫
の
頃
に
海
西
二
百
余
衛
と
一
五
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
葉
向
高
の
一
人

四
衛
は
単
に
永
楽
正
統
年
間
設
置
の
数
を
示
す
も
の
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
三
人
O
の
衛
が
明
一
代
を
通
じ
て
嬬
際
関
係
を
維
持
し

た
の
で
は
な
い
し
、
職
際
関
係
の
全
て
の
衛
が
毎
年
朝
貢
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
υ

さ
て
三
人
O
程
の
衛
の
う
ち
半
数
以
上
の

二
百
余
衛
が
正
統
の
海
西
女
直
朝
貢
制
限
以
後
の
設
立
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
朝
貢
制
限
そ
の
も
の
と
大
き
な
関
係
を
も
っ
。
正
統
で
も
天

順
で
も
海
西
女
直
諸
衛
は
一
衛
五
人
以
下
と
制
限
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
総
計
の
絶
対
数
は
抑
え
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
従
っ
て
衛
を
新
増

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
朝
貢
人
数
は
容
易
に
増
加
す
る
こ
と
が
出
来
た
答
で
あ
る
。
正
統
以
後
の
増
設
ニ
百
余
衛
が
全
部
朝
貢
す
れ
ば
人
数
は
優

に
二
倍
に
増
加
す
る
。
実
録
嘉
靖
十
年
三
月
の
条
に
海
西
諸
夷
の
入
貢
は
そ
の
「
激
溢
其
旧
。
幾
至
一
一
倍
。
」

と
あ
る
の
は
そ
れ
を
物
語
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
か
く
考
え
る
と
こ
の
衛
の
新
増
添
設
は
正
統
天
順
の
朝
貢
制
限
を
形
の
上
で
遵
守
し
な
が
ら
実
質
的
に
は
無
に
帰
せ
し
め
た

も
の
と
云
え
る
。
そ
う
し
た
結
束
と
な
る
新
培
添
設
え
の
女
直
側
の
要
請
を
明
側
が
何
故
受
入
れ
た
か
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
は
殆
ん
ど
不
明

で
あ
る
。
た
だ
な
か
に
は
必
ず
し
も
合
法
的
手
段
に
よ
ら
ず
女
直
の
方
で
勝
手
に
勅
蓄
を
書
き
改
め
て
新
衛
を
称
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
様
で
あ

る
。
即
ち
嘉
靖
十
年
三
月
の
条
の
先
掲
記
事
の
続
き
に
「
甚
有
洗
改
勅
書
。
易
置
別
衛
ο

葉
以
聴
撫
需
名
ο

混
進
徴
賞
者
。
」

と
あ
る
如
き
で

あ
る
。第

三
に
上
級
勅
書
の
利
用
で
あ
る
。
女
直
の
朝
貢
者
に
は
回
蹴
の
馬
怖
と
共
に
撫
賞
が
賜
与
さ
れ
た
。
こ
の
撫
賞
は
第
二
節
で
見
た
様
に
授
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官
の
階
級
に
よ
っ
て
大
き
な
差
が
あ
っ
た
。
上
級
の
勅
書
所
有
者
程
有
利
な
撫
賞
を
得
る
の
で
あ
る
。
制
限
朝
貢
で
は
一
回
の
朝
貢
に
も
よ
り

多
く
の
物
貨
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
上
級
勅
書
え
の
強
い
欲
求
が
女
直
に
起
っ
て
来
た
。
上
級
勅
書
を
有
っ
て
朝
貢
す
る
た
め
に
女
直
は

色
々
の
方
法
を
採
る
こ
と
に
な
っ
た
。
臨
職
を
要
請
し
、
勅
書
を
洗
改
し
、
胃
名
入
貢
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
女
直
衛
所
設
立
に
際
し
て
阿
恰

出
や
西
陽
暗
等
の
巨
曾
に
授
け
ら
れ
た
宮
は
衛
の
長
官
と
し
て
の
指
揮
使
が
最
高
で
あ
っ
た
。
永
楽
中
は
阿
暗
出
の
子
釈
家
奴
が
従
征
の
功
に

註
沼

よ
り
都
指
揮
愈
事
に
陸
任
さ
れ
た
こ
と
が
見
え
る
だ
け
で
、
こ
れ
が
女
直
え
の
唯
一
最
高
の
授
官
で
あ
っ
た
様
で
あ
る
。
仁
宗
の
永
楽
二
十
二

年
九
月
に
阿
晴
出
の
も
う
一
人
の
子
供
で
毛
憐
衛
指
揮
使
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
た
猛
寄
不
花
が
同
じ
く
従
征
の
功
に
よ
り
都
督
愈
事
に
陸
さ
れ

た
。
い
づ
れ
も
従
征
と
い
う
特
殊
な
功
蹟
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
次
の
宜
徳
年
聞
に
は
建
州
衛
の
釈
家
奴
の
子
李
満
住
が
都
指
揮
食
事
、
毛

憐
衛
の
猛
寄
不
花
の
子
撒
満
答
失
里
が
都
督
愈
事
同
衛
の
母
金
阿
納
失
里
が
都
督
余
事
、
建
州
左
衛
の
猛
奇
帖
木
児
が
都
督
食
事
（
後
都
督
）

後
に
右
衛
を
創
設
す
る
猛
寄
帖
木
児
の
弟
凡
察
が
都
指
揮
余
事
か
ら
都
指
揮
使
、
次
い
で
都
督
余
事
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
が
、
海
西
女
直
諸
衛

で
都
総
同
級
の
官
を
授
け
ら
れ
た
も
の
は
見
当
ら
ぬ
。
と
こ
ろ
が
正
統
年
聞
に
な
る
と
海
西
諸
衛
の
随
職
の
記
事
が
次
第
に
数
を
増
し
て
、
都

指
揮
や
都
督
を
授
官
さ
れ
る
者
が
増
し
て
く
る
。
こ
う
し
た
陸
職
の
記
事
は
正
統
中
頃
か
ら
景
泰
、
天
順
、
成
佑
と
挙
ぐ
る
に
暇
な
い
程
数
多

く
見
ゆ
る
が
、
こ
の
結
果
朝
貢
者
の
中
に
都
督
や
都
指
揮
等
の
勅
書
所
有
者
が
次
第
に
増
加
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
の
陸
職
が
女
直
の
強
い

要
請
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
、
明
の
方
で
は
勅
書
を
受
け
て
二
十
五
年
経
な
い
と
陸
職
さ
せ
な
い
と
か
、
陸
職
請
求
は
一
回
し

限
M

か
許
き
な
い
と
い
う
規
定
を
作
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
女
直
の
陸
職
希
望
が
激
し
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
様
な
女
直
の

陸
職
要
求
の
激
し
さ
は
朝
貢
制
限
え
の
対
応
と
し
て
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、

要
求
は
必
ず
し
も
彼
等
が
満
足
す
る
程
実
現
は
し
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
彼
等
は
非
合
法
な
方
法
を
と
り
始
め
た
。
即
ち
所
有
の
勅
書
を
書
き
替
え
て
上
級
の
勅
書
と
し
、
或
は
上
級
の
勅
書
を
借
用
し
た

り
、
買
得
し
て
、
勅
書
記
載
の
名
を
詐
称
し
て
入
賞
し
た
の
で
あ
る
。
明
実
録
正
徳
十
二
年
六
月
の
条
に
建
州
左
衛
等
が
来
朝
貢
馬
し
た
が
、

「
時
諸
夷
洗
改
勅
書
職
名
。
以
凱
厚
賞
。
事
費
。
白
賞
如
例
」
と
あ
り
、
更
に
第
四
期
に
な
る
が
嘉
靖
三
十
一
年
九
月
の
条
に
海
西
毛
憐
建
州



の
六
つ
の
衛
の
七
人
の
指
揮
使
や
指
揮
愈
事
等
が
、
「
各
洗
改
勅
書
。
以
都
指
揮
例
得
。
」
と
あ
る
が
、
乙
れ
等
は
勅
書
を
洗
改
し
て
上
級
の
も

の
と
し
て
撫
賞
を
得
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
勅
書
洗
改
の
別
の
例
に
は
上
級
勅
書
を
買
得
し
て
勅
書
記
載
の
名
を
自
己
の
名
に
書
き
改
め
た

も
の
も
あ
っ
た
様
で
あ
る
。
次
に
胃
名
入
貢
の
事
例
は
成
佑
か
ら
嘉
靖
に
か
け
て
頻
々
と
見
ら
れ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
露
見
し
た
場
合
に
問
題

と
な
り
記
録
に
残
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

事
実
は
も
っ
と
一
般
的
に
盛
ん
に
行
わ
れ
た
も
の
と
推
察
し
て
誤
り
な
い
。
今
若
干
の
例
を
示
す

以
規
賞
賜
。
」

と
、
天
順
八
年
の
建
州
女
直
朝
貢
制
限
後
聞
も
な
い
成
化
三
年
正
月
の
条
に
「
近
日
洪
費
浩
繁
。
減
限
人
数
。
而
建
州
三
衛
多
冒
毛
憐
衛
人
。

と
あ
り
、
建
州
毛
憐
各
衛
百
人
と
抑
え
ら
れ
た
建
州
三
衛
が
毛
憐
衛
の
分
を
横
取
り
し
冒
名
朝
貢
し
て
お
り
、
成
佑
十
二
年
十

二
月
に
は
海
西
冗
者
衛
の
致
仕
都
指
揮
周
知
の
阿
冬
暗
な
る
も
の
が
、
亦
麻
刺
衛
の
指
揮
食
事
僻
希
察
の
勅
書
を
も
っ
て
冒
名
入
貢
し
、
撫
賞

を
受
け
る
時
は
自
己
の
都
指
揮
周
知
の
官
で
賞
賜
を
得
ん
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
こ
の
冒
名
は
入
関
資
格
を
得
る
た
め
で
あ
り
、
撫
賞
受
領

の
時
に
貧
欲
自
ら
佑
け
の
皮
を
脱
い
だ
の
を
発
見
究
問
主
れ
た
の
で
あ
る
。
弘
治
七
年
三
月
に
は
、
建
州
左
衛
都
指
揮
使
保
能
の
弟
伏
当
加
が

兄
保
能
の
勅
書
を
も
っ
て
冒
名
入
貢
し
、

E
つ
都
督
陸
任
を
請
求
し
て
い
る
。
伏
当
加
は
屡
々
犯
辺
し
た
女
直
で
若
し
授
官
さ
れ
て
い
た
と
し

て
も
兄
よ
り
は
る
か
に
下
級
の
官
職
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
こ
の
官
名
は
上
級
撫
賞
を
得
る
た
め
で
も
め
っ
た
と
云
え
る
。
嘉
靖
元
年

正
月
に
も
「
海
西
建
州
女
直
夷
人
。
都
指
揮
愈
事
鎖
奴
見
等
入
貢
。
膿
部
奏
。
各
夷
原
降
勅
書
。
年
貌
不
問
。
疑
有
好
偽
。
」

と
あ
り
、
都
指

揮
級
の
上
級
勅
書
を
も
っ
て
官
名
入
賞
す
る
の
が
一
般
的
に
な
っ
て
来
た
乙
と
が
推
測
さ
れ
る
。
冒
名
入
貢
に
つ
い
て
注
意
す
べ
き
他
の
例

は
、
中
国
人
が
女
直
人
の
名
を
冒
し
て
、
女
直
に
替
っ
て
朝
貢
使
臣
と
な
り
北
京
に
往
来
し
て
い
た
乙
と
で
あ
る
。
成
佑
十
五
年
六
月
に
「
命

斬
劉
八
蛍
暗
於
遼
東
巣
首
示
衆
。
殻
張
腫
見
等
六
人
充
軍
。
」
と
い
う
処
罰
が
行
わ
れ
た
が
、
八
当
加
は
遼
東
の
東
寧
衛
人
で
犯
罪
に
よ
り
建

州
に
亡
命
し
た
者
で
あ
り
、
張
腫
児
等
は
成
佑
初
期
に
辺
民
の
虜
掠
さ
れ
た
者
で
あ
っ
た
が
、
「
各
冒
虜
曾
阿
ト
等
名
朝
貢
」
し
、
帰
途
遼
陽

で
発
見
拘
留
所
罰
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
乙
の
時
阿
ト
等
に
は
勅
諭
し
て
「
繭
等
借
勅
之
人
。
固
震
有
罪
」
と
責
め
、
こ
れ
を
戒
諭
し
た
だ
け
で

宥
免
し
て
い
る
。
実
録
正
徳
八
年
五
月
の
条
に
「
時
女
直
轄
租
入
貢
奏
進
審
文
。
有
講
中
園
書
者
。
審
震
被
掠
謹
民
。
官
名
来
朝
。
遂
震
同
類

明
代
女
直
朝
貢
貿
易
の
概
観



明
代
女
直
樹
貸
貿
易
の
概
観

代
書
。
」

と
い
う
記
事
が
見
え
、
女
直
社
会
に
摂
取
さ
れ
た
中
国
人
が
女
直
佑
し
て
、
女
直
の
対
明
交
渉
に
大
き
な
役
割
を
果
し
つ
つ
あ
っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
胃
名
入
貢
が
盛
行
す
る
こ
と
は
、
そ
の
裏
に
勅
替
の
貸
借
や
売
買
が
盛
ん
で
あ
り
、
更
に
勅
書
の
掠
取
争
奪
が
予
題
さ
れ

る
。
嘉
靖
元
年
三
月
に
見
え
る
女
直
通
事
王
臣
の
上
言
に
は
「
夷
人
勅
番
多
不
係
本
名
。
或
伊
租
父
。
或
借
買
他
人
。
或
損
壊
洗
改
。
」

L
」
み
の

り
、
嘉
靖
の
進
士
魂
換
の
遼
東
経
略
論
（
皇
明
明
経
済
文
録
所
載
）
に
も
、
「
今
之
勅
皆
私
相
貨
市
。
非
其
人
之
子
姓
（
甥
？
）
也
。
」
と
あ
る
。

中
国
人
す
ら
女
直
と
し
て
胃
名
入
貢
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

女
直
人
が
官
名
入
貢
し
た
場
合
見
の
が
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
様
で
あ

る
。
要
す
る
に
勅
書
を
持
参
す
れ
ば
審
験
は
パ
ス
す
る
こ
と
が
出
来
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
聯
す
る
の
は
辺
境
の
官
吏
の
堕
落
で
あ
る
。

交
紡
得
親
戚
。
俗
答
名
色
。
、
必
其
勝
来
。
出
闘
侠
之
。
以
其
進
貞
上
川
崎
抵
易
。

を
前
貸
し
て
朝
貢
ぷ
せ
、
帰
り
に
賞
賜
か
ら
馬
怖
を
受
取
る
と
い
う
貧
宮
汚
吏
賑
り
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
遂
に
勅
書
を
掠
奪
し
て
冒
名
入
貢

或
仏
師
馬
匹
。

「
開
原
拠
順
分
守
守
備
等
官
弁
勢
家
。

約
貢
選
分
其
所
財
。
」
と
あ
る
様
に
女
直
人
に
岡
崎

多
輿
海
西
建
州
胡
人

賄
賂
を
と
り
審
験
を
ご
ま
か
す
こ
と
な
ど
や
さ
レ
い
方
で
ひ
ど
い
の
に
な
る
と
、

す
る
と
い
う
事
態
が
発
坐
す
る
。

勅
書
の
掠
奪
が
蒙
市
方
面
の
他
民
族
の
侵
冠
に
よ
り
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
例
え
ば
瓦
刺
の
也
先
の
場
合
な
ど
に
も
す
で
に
見
ら
れ
た
の
で
あ

る
が
、
女
直
部
落
相
互
の
聞
に
は
従
来
殆
ん
ど
行
わ
れ
な
か
っ
た
現
象
で
あ
る
。
争
奪
の
必
要
が
な
か
っ
た
と
も
云
え
る
。
併
し
朝
貢
人
数
が

一
衛
五
人
以
下
と
制
限
さ
れ
て
来
る
と
、
他
衛
の
勅
書
を
所
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
－
て
朝
貢
人
数
を
増
加
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
初
は
朝
貢

に
熱
意
を
有
た
な
い
他
衛
の
勅
書
を
平
和
的
に
借
用
し
た
り
買
得
し
た
り
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
朝
貢
貿
易
の
有
剥
さ
が
制
限
に
よ
っ
て
一

層
著
し
く
な
っ
て
来
る
と
遂
に
女
直
社
会
内
部
で
の
争
奪
に
ま
で
発
展
す
る
。
す
で
に
成
佑
元
年
二
月
の
条
に
冗
者
衛
都
替
の
察
安
察
、
野
児

定
河
衛
指
揮
貿
失
等
が
別
部
都
か
ら
印
信
を
奪
わ
れ
た
記
事
が
出
て
来
る
が
、
勅
書
の
争
奪
が
本
格
的
に
な
っ
て
来
る
の
は
嘉
矯
年
聞
に
な
っ

て
か
ら
、
特
に
第
四
期
的
現
象
と
考
え
ら
れ
る
。
併
し
第
三
期
の
終
り
に
は
関
原
城
外
の
山
賊
括
克
の
如
く
朝
貢
帰
還
の
女
直
人
か
ら
賞
賜
品

を
掠
奪
す
る
者
が
現
わ
れ
、
直
接
的
な
暴
力
に
よ
っ
て
朝
貢
貿
易
の
利
益
を
獲
得
し
よ
う
と
い
う
傾
向
が
女
直
社
会
内
部
に
起
っ
て
来
た
こ
と



を
暗
示
し
て
い
る
。

以
上
の
様
な
色
々
の
対
応
の
仕
方
で
朝
貢
制
限
を
っ
き
破
っ
て
女
直
は
北
京
に
盛
ん
に
朝
貢
し
た
。
朝
貢
時
期
の
制
限
の
如
き
も
何
時
の
間

に
か
無
視
さ
れ
て
、

嘉
靖
年
聞
に
は
規
定
の
十
一
月
か
ら
二
月
ま
で
の
農
隙
期
巻
過
ぎ
て
、

三
月
か
ら
人
月
位
ま
で
毎
月
入
貢
者
が
め
る
様

に
な
っ
た
。
人
数
も
嘉
靖
十
五
年
の
一
年
間
に
記
録
さ
れ
た
人
貢
者
だ
け
で
一
二
四
O
余
名
に
上
っ
た
。
勿
論
ζ

の
聞
に
も
正
統
や
天
順
の
制

限
規
定
を
遵
守
す
る
様
に
、
或
は
審
験
を
厳
重
に
す
る
様
に
と
幾
度
か
遼
東
辺
鎮
に
下
令
さ
れ
た
が
結
局
効
果
は
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

五

、

第

四

期

紙
数
の
関
係
で
第
四
期
は
略
鍍
し
、
詳
細
は
別
稿
に
譲
る
。

万
歴
会
典
礼
部
朝
貢
東
北
夷
の
条
に
、
「
近
年
定
海
西
毎
貢
一
千
人
。

五
百
人
。
歳
以
十
月
初
験
放
入
闘
。
十
二
月
終
止
」
と
あ
る
。
こ
の
文
は
正
徳
会
典
に
は
な
い
。
新
制
限
は
衛
単
位
の
人
数
制
限
で
な
く
、
合

計
し
た
最
高
額
を
海
西
一
千
人
建
州
五
百
人
と
抑
え
て
い
る
。
旧
制
限
で
は
事
実
上
人
数
を
制
限
出
来
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
新
制

限
実
施
の
年
月
は
不
明
で
あ
る
が
、
検
討
し
た
結
果
大
体
嘉
靖
十
六
年
以
降
二
十
四
年
以
前
の
閣
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
乙
の
新
制
限
以
後
は

衛
の
新
設
に
よ
る
増
貢
は
不
可
能
と
な
る
。
定
額
が
厳
守
さ
れ
、
増
員
要
求
は
困
難
で
あ
る
。
定
額
ル
相
さ
れ
た
勅
書
朝
貢
権
の
価
値
が
相
対
的

建
州

に
大
き
く
な
る
。
し
か
も
海
西
一
千
、
建
州
五
百
と
あ
っ
て
衛
分
を
間
わ
な
く
な
っ
た
こ
と
は
、
「
近
夷
侍
強
先
至
。
童
数
人
闘
。

ャ

t

，。

遅
。
闘
将
毎
以
額
満
阻
去
斗

地
遠
者
梢

と
い
う
現
象
を
生
じ
た
。
勅
書
を
準
備
す
れ
ば
定
額
ま
で
自
己
の
衛
だ
け
で
朝
貢
を
独
占
出
来
る
。
勅
書
争
奪

の
条
件
が
新
制
限
で
は
っ
き
り
出
て
来
た
。
し
か
も
関
原
、
撫
順
に
近
い
地
域
の
女
直
が
明
か
に
有
利
で
あ
る
。
明
末
女
直
の
強
大
な
勢
力
葉

赫
、
暗
達
、
満
洲
が
関
外
至
近
の
地
に
勃
興
し
た
理
由
も
そ
こ
に
見
出
さ
れ
る
。

嘉
隆
か
ら
万
暦
に
か
け
て
の
女
直
社
会
の
混
乱
争
戦
は
女
直
社
会
内
部
の
構
造
的
変
革
か
ら
生
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
社
会
的
変
革
に

影
響
し
た
要
因
と
し
て
対
明
交
渉
、
就
中
そ
の
貿
易
関
係
を
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。
稲
葉
博
士
は
こ
の
混
乱
の
原
因
を
貿
易
権
を
意
味
す
る
璽
書

明
代
女
直
朝
貢
貿
易
の
概
観



明
代
女
直
制
賞
貿
易
の
概
観

二
四

の
争
奪
と
指
摘
さ
れ
、
そ
の
前
提
と
な
る
も
の
は
勅
蓄
の
本
身
と
所
持
者
の
不
一
致
を
厳
査
す
る
法
規
が
空
文
兆
し
た
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ

る
。
即
ち
冒
名
入
貢
の
一
般
佑
で
あ
る
。
併
し
そ
れ
だ
け
で
争
奪
兼
併
が
盛
ん
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
。
定
額
佑
に
よ
る
諸
条
件
が
強
く
作
用

し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
ほ
か
に
も
う
一
つ
重
要
な
原
因
が
か
く
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
明
に
お
け
る
銀
流
通
に
ま
き
込
ま
れ
つ
つ
あ
っ
た
女
直

社
会
の
銀
に
対
す
る
強
烈
な
欲
望
と
そ
の
欲
望
を
満
足
さ
せ
る
た
め
の
近
道
と
し
て
の
朝
貢
利
用
、
そ
の
た
め
の
朝
貢
権
の
兼
併
と
い
う
一
連

の
事
態
の
進
行
で
あ
る
。
第
三
期
第
四
期
で
は
北
京
で
の
街
市
貿
易
は
禁
止
さ
れ
会
同
館
内
で
の
私
貿
易
だ
け
が
許
さ
れ
て
い
た
。
併
し
開
原

撫
順
で
の
交
易
が
許
さ
れ
た
時
代
で
は
北
京
で
の
私
貿
易
は
余
り
大
き
な
意
味
を
有
た
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
女
直
が
朝
貢
を
望
ん
だ

の
は
賞
賜
と
し
て
の
綜
段
や
絹
織
物
や
織
金
貯
締
衣
等
の
獲
得
に
あ
っ
た
。
こ
れ
等
は
女
直
社
会
で
は
使
用
価
値
を
も
っ
と
共
に
恐
ら
く
貨
幣

的
な
役
割
を
果
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
る
に
正
統
以
後
の
明
で
の
盛
ん
な
銀
の
使
用
に
接
触
す
る
に
つ
れ
、
女
直
は
よ
り
直
接
的
な
貨

幣
と
し
て
の
銀
を
知
っ
た
。
遼
東
で
の
交
易
も
銀
の
方
が
は
る
か
に
便
利
で
あ
っ
た
。
銀
に
対
す
る
欲
求
は
成
化
以
後
に
な
っ
て
現
れ
る
が
、

嘉
靖
元
年
に
は
撫
賞
と
回
賜
と
を
銀
に
折
し
て
賜
給
せ
よ
と
の
請
願
が
現
わ
れ
、
欲
い
で
六
年
馬
価
（
回
賜
）
の
一
部
が
銀
に
折
し
て
給
さ
れ

る
様
に
な
り
、
同
十
三
年
に
は
回
賜
全
部
が
銀
で
折
給
さ
れ
、
四
十
三
年
に
は
撫
賞
も
銀
で
折
給
さ
れ
た
。
こ
れ
は
銀
に
対
す
る
女
直
の
強
い

欲
求
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
。
女
直
社
会
で
銀
が
特
別
に
大
切
な
財
宝
と
さ
れ
、
対
明
貿
易
の
決
済
手
段
と
し
て
は
勿
論
、
女
直
内
部
で
も

売
買
、
蓄
富
賞
与
の
重
要
な
手
段
と
さ
れ
た
。
そ
の
銀
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
一
層
朝
貢
が
必
要
で
あ
り
、
朝
貢
権
（
勅
書
）
の
兼
併
が
強
行

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
結
果
兼
併
者
と
し
て
の
暗
達
、
葉
赫
、
満
洲
等
の
角
逐
隆
退
が
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
υ

六
、
結

語

紙
数
の
関
係
で
最
も
興
味
あ
る
第
四
期
を
割
愛
し
別
稿
に
譲
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
明
と
女
直
と
の
朝
貢
貿
易
の
大
ま
か
な
流
れ
は
正
統
天

順
の
朝
貢
制
限
と
、
嘉
靖
の
新
制
限
朝
貢
人
数
の
定
額
佑
を
二
つ
の
劃
期
と
し
て
考
え
ら
れ
る
を
概
観
し
た
υ

個
別
的
な
幾
多
の
問
題
が
残
さ



体
制
を
変
革
さ
れ
て
行
く
女
直
社
会
に
つ
い
て
は
別
稿
に
倹
つ
こ
と
と
す
る
。

れ
て
い
る
が
、
大
体
の
推
移
発
展
は
以
上
の
通
り
と
見
て
よ
い
と
思
う
。
朝
貢
と
馬
市
交
易
に
よ
っ
て
次
第
に
銀
経
済
閣
に
ま
き
こ
ま
れ
、
旧

山一日
1
拙
稿
「
太
股
亦
失
恰
に
就
て
」
史
淵
印
絹
同
じ
く
「
亦
失
恰
の
奴
児
千

mm撫
に
就
て
」
問
日
本
史
学
日
号
。

叶
一
川
2
拙
稿
「
明
初
女
政
相
貢
に
関
す
る
こ
三
の
問
題
」
史
淵
田
輯
。

註
3
和
問
清
博
士
、
明
初
の
満
洲
経
路
」
下
、
東
亜
史
研
究
（
満
洲
篇
）
O

註
4
拙
稿
（
遼
東
馬
市
起
源
」
東
洋
史
学
9
輯
（
遼
東
馬
市
管
見
L

史
淵
叩

岡
田
。

計
5
例
え
ば
明
実
録
正
統
一
苅
年
十
二
月
発
米
、
疋
統
二
年
二
月
丁
丑
、
同
ニ

年
同
月
壬
午
の
条
等
に
資
珠
、
成
化
元
年
二
月
壬
午
に
却
海
青
の
記
一
ゃ

あ
り
、

前
6
消
水
泰
次
博
士
「
中
国
近
世
社
会
経
済
史
」
第
三
章
参
照

前
7
計
4
参
照

註
8
註
9
拙
稿
「
明
正
統
制
別
に
お
け
る
女
直
朝
貢
の
制
限
」
東
洋
史
学
6
輯

設

m
F
「
遼
東
馬
市
に
お
け
る
私
市
と
所
謂
関
原
南
関
印
刷
市
」
重
松
先
生
記

朗
代
女
直
朝
貢
貿
易
の
概
観

念
論
議
。

れ
日
稲
葉
陣
士
「
満
洲
発
達
史
」

P
E申
園
田
一
亀
氏
「
明
代
建
州
女
直
史

研
究
」
続
篇
P
1

註
ロ
中
山
八
郎
氏
「
明
代
満
州
に
於
け
る
馬
市
関
俄
地
に
就
い
て
し
人
文
研

究第・
7
巻
第
8
号

註
日
明
実
録
永
楽
八
年
八
月
乙
卯

註
H
明
会
山
内
、
兵
部
。
武
選
清
克
司
。
鈴
選
凶
、
土
夷
製
品
併
の
条

註
日
明
実
録
弘
治
十
二
年
九
月
了
丑
。

桃
山
間
右
嘉
靖
二
十
年
四
月
発
未

れ
げ
稲
葉
博
士
「
満
洲
発
達
司
」
司
－

H
3に
は
折
紗
絹
を
本
来
絹
で
賜
給
す

る
符
の
と
乙
ろ
を
紗
に
換
算
し
て
給
賜
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
乙
れ

は
逆
で
あ
る
と
思
う
。

五
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A Survey of the Tributary Trade of Djurchi 
(31:~) in the Ming Age 

by H . Ejima. 

From 1403 A. D. to 1616 Djurchi in Manchou brought the 
tribute to Ming Dynasty. During this period, Djurchi, subordi­
nated politically to Ming, visited the Capital with the tributes 
like horses and furs etc., and in return for them got the counter­
dona tives and others. 

This relation was a kind of trade. Its history was composed 
of four periods, the first (from 1403 to 1435), the second (from 
1435 to 1464), the third (from 1464 to 1541), and the last (from 
1541 to 1618). In the first period Djurchi could conduct the trade 
freely, but in the second one it was restricted by Ming in 
many ways. In the third one, however, Djurchi disregarded 
the restrictions and still carried on the trade extensively. So 
Ming set the new limits to it again. In the fourth one, whithin 
the new confinements the scramble for the power of trade 
became furiously inside Djurchi and it resulted in the concen­
tration of this power and the rise of Ching Dynasty. 
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